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理念・基本方針 

 

 

 

 

 

 

---- 法人理念 ---- 

 

良質な医療・介護を通じて、地域社会の繁栄に貢献する 

 

 

---- 基本方針 ---- 

 

・三大疾病（がん･脳卒中･心臓病）を中心に、 

専門性の高い医療を提供します。 

 

・患者さん及びご家族の立場と権利を尊重します。 

 

・地域の医療・介護・福祉機関との連携をはかります。 
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1 理念・基本方針 



札幌禎心会病院５つの特徴 

 

 

１．三大疾病に特化した医療 

高齢社会の進展から、今後の医療ニーズの中心となる｢がん、脳卒中、心臓病｣という三大疾病に特化した医療

提供を行います。高度専門医療センターを設置し、最高レベルの臨床医との交流、各疾患研究者による定期的講

演・シンポジウム招聘などを通じ、可能な限り最先端の診療を目指します。  

 

２．個別性を重視した診療 

がん診療では患者さんのＱＯＬ(生活の質)を考え個別性を重視した診療を基本にします。そのため、 

 

○手術、放射線治療、化学療法に加え、第 4 の治療法と言われるワクチン療法も将来取り入れる予定です。 

○放射線治療は、開設時から道内三医育大学にも未配備のリニアック最高機種(限局した病巣から広範囲の 

病巣まで照射可能かつ高線量から低線量まで可変可能な装置)を設置して開始します。陽子線治療は機器 

の調整後、秋には治療が可能となります。 

○化学療法は、診療科の垣根を越えた腫瘍内科チームに一元化する診療体制とします。 

○個々の患者さんに最も適した治療法を選択できるよう関連各科の医師の検討会を開催し、治療では医師や 

看護師等メディカルスタッフ全ての参加のもとにチーム医療を実践します(集学的診療体制を立ち上げます)。 

 

３．複数科で協働診療 

血管障害として密接な関係のある脳卒中と虚血性心疾患を脳卒中診療医と循環器診療医が協働して診療に当

たる体制を構築します。 

 

４．研修センターでスタッフ養成 

 研修センターを設置し、医育大学等との連携のもとに若手医師の養成を行うとともに、各領域における専門診療に

対応できる看護師、メディカルスタッフの養成も行います。 

 

５．連携体制で地域医療を実践 

 地域の先生方との交流を図り、ＩＣＴ(情報通信技術)も利用した連携体制を構築し、地域医療を守ります。 
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2 札幌禎心会病院５つの特徴 



法人組織図 
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3 法人組織図 



病院概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 
シャカイイリョウホウジンテイシンカイ サッポロテイシンカイビョウイン 

社会医療法人禎心会 札幌禎心会病院   

理事長 
トクダ サダヒサ 

徳田 禎久   

院長 
トクダ サダヒサ 

徳田 禎久 

創立年月日 昭和 59 年 4 月 9 日  

移転開設日 2015 年 11 月 1 日  

住所 〒065-0033  北海道札幌市東区北 33 条東 1 丁目 3-1 

電話 011-712-1131  

FAX 011-751-0239  

敷地面積 

 

本館：7,968.01m2 

陽子線治療センター：2,093.50m2 

延床面積 
本館：Ｓ造 8 階建て 2 万 5,862.67m2 

陽子線治療センター：ＲＣ造 4 階建て 2,650.71m2 

診療科 

脳神経外科／神経内科／消化器内科／消化器外科／内科／循環器内科／心臓血管外科／

頭頸科／腫瘍内科／乳腺外科／婦人科／放射線治療科／放射線診断科／リハビリテーシ

ョン科／形成外科／ペインクリニック外科／麻酔科／病理診断科／歯科口腔外科 

糖尿病内科/呼吸器内科/泌尿器科 
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4 病院概要 



院長挨拶 
 

 

 

 

 

 

｢札幌禎心会病院｣は、医療介護複合体である禎心会グループの基幹病院です。 

1984 年の｢禎心会病院｣創業以来、人口 26 万人を超える札幌市東区において、脳卒中を中心とした専門

的医療と地域密着型医療を提供してまいりました。 
 

創業当時から脳卒中の診療において超早期からベッドサイドでのリハビリテーションを行う施設として

運営してきておりましたが、2012 年 4 月から新たに｢脳卒中センター｣を開設し、24 時間 365 日の診療

対応と優秀な手術指導医のもとに若手脳神経外科医の養成を行う取り組みも始めました。 
 

2015年 11月 1日から｢健康寿命の延伸｣を大きなスローガンにして、これまでの脳卒中に｢がん｣｢心臓病｣

も加え、三大疾病を中心とした医療提供を目指して、北 33 条東 1 丁目に新築移転し、名称も｢札幌禎心

会病院』と変更致しました。 
 

血管病として共通した病変の多い脳卒中と循環器病を一緒に診療することは開設以来の念願であり、

2017 年 4 月からは 24 時間 365 日対応の救命救急から一般診療まで脳神経外科医と循環器内科・外科医

が連携して対応する市内初の施設に整備しました。 
 

がん治療では、手術･化学療法と、体にやさしく QOL(生活の質)を担保できる治療として高く評価される

ようになった放射線治療に加え、今話題の免疫治療も取り入れ、各科専門医が連携する集学的診療体制

をとっております。 
 

欧米に比べて半分程度の普及にとどまっている放射線治療を充実させるために、道内第 1 号である最高

機種の放射線治療装置(米国バリアン社製リニアック)、話題の｢陽子線治療機器｣も道内 2 号機、民間初と

して導入しました。陽子線治療は 2018 年 4 月から疾患によっては健康保険適用となりましたので、たく

さんの方々に受けていただけるようになりました。ぜひ、ご相談ください。 
 

当院では、地域の先生方と連携を密にするために診療所の先生方が利用できる｢開放病床｣も設置してお

り、当院医師とかかりつけ医とが一緒に治療に当たることができるようになっております。急な不調時

でもかかりつけ医に相談いただけますと、即入院治療へ移行していただけるようになりました。 
  

○三大疾病(がん･脳卒中･心臓病)を中心に、専門性の高い医療を提供する 

がんに関して、全ての治療法が可能な集学的治療を行う 

脳卒中、心臓病に関して、救急からリハビリテーションまで一貫した医療を行う 

○患者さん及び家族の立場と権利を尊重する 

○地域の医療・介護・福祉機関との連携をはかる 
 

という方針のもとに、より一層安全で良質な医療提供を心がけてまいります。 
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5 院長挨拶 



法人沿革 

 

 

1984 年  
4 月 9 日  禎心会病院開設(80 床) 

10 月 1 日  禎心会病院増床(48 床増床し 128 床) 

1985 年  7 月 1 日  禎心会病院増床(14 床増床し 142 床) 

1987 年  9 月 1 日  医療法人禎心会設立 

1995 年  
7 月 1 日  禎心会病院デイケアセンター開設 

10 月 2 日  セントラル CI クリニック開設 

1996 年  7 月 1 日  札幌市東区禎心会病院在宅介護支援センター開設 

1997 年  7 月 1 日  ホームヘルプサービスステーション開設 

1999 年  

1 月 11 日  稚内禎心会病院開設(110 床) 

4 月 20 日  老人保健施設ら・ぷらーさ開設(100 床) 

9 月 1 日  訪問看護ステーション禎心会東開設 

2000 年  4 月 1 日  

禎心会東センター開設 

禎心会北センター開設 

ら・ぷらーさセンター開設 

2003 年  9 月 1 日  禎心会東センター移転 

2004 年  8 月 9 日  セントラル CI クリニック移転(PET-CT 導入) 

2005 年  5 月 1 日  
介護老人保健施設ら・ぱーす開設(80 床) 

ら・ぱーすセンター開設 

2006 年  

4 月 1 日  禎心会北センター移転 

9 月 1 日  新札幌恵愛会病院開設(86 床) 

10 月 1 日  セントラル女性クリニック開設(1 床) 

2010 年  3 月 1 日  社会医療法人認定 

2011 年  6 月 1 日  禎心会東在宅クリニック開設 

2013 年  

5 月 15 日  禎心会病院増床(1 床増やし 143 床) 

6 月 1 日  
ら・かるまセンター開設 

サービス付き高齢者向け住宅 ら・かるま開設 

8 月 5 日  
さっぽろ北口クリニック開設 

(セントラル女性クリニックの診療機能移設) 

2015 年  

4 月 1 日  新札幌恵愛会病院医療事業を別法人へ継承 

11 月 1 日  

札幌禎心会病院開設(禎心会病院の移転新築、名称変更) 

禎心会北 44 条クリニック開設(禎心会東在宅クリニックの機能移転、名称

変更) 

2017 年  4 月 1 日  禎心会東センター移転 
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6 法人沿革 



組織図 
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組織図 7 



委員会図 
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8 委員会図 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



１）外来患者 
 

【病院全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科】 

 

 

 

 

 
 

 

【循環器内科】 

 

 

 

 

 

 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 450 521 546 513 477 508 553 565 547 604 526 679 

再来数 7,184 7,417 7,527 7,578 7,986 7,040 8,202 8,624 7,832 7,254 6,958 8,373 

計 7,634 7,938 8,073 8,091 8,463 7,548 8,755 9,189 8,379 7,858 7,484 9,052 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 277 292 314 256 282 282 267 273 281 299 268 311 

再来数 2,738 2,856 3,043 2,774 3,021 2,700 2,982 2,856 2,778 2,406 2,329 2,909 

患者合計 3,015 3,148 3,357 3,030 3,303 2,982 3,249 3,129 3,059 2,705 2,597 3,220 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 56 54 51 55 47 53 62 75 71 105 66 129 

再来数 1,819 1,808 1,723 1,819 1,881 1,658 1,950 2,428 1,979 1,883 1,676 2,095 

患者合計 1,875 1,862 1,774 1,874 1,928 1,711 2,012 2,503 2,050 1,988 1,742 2,224 
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9 外来患者数 

7,184  7,417  7,527  7,578  7,986  7,040  8,202  8,624  7,832  7,254  6,958  8,373  

450  521  546  513  477  508  
553  565  547  604  526  

679  
7,634  7,938  8,073  8,091  8,463  7,548  

8,755  9,189  8,379  7,858  7,484  
9,052  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

2,738  2,856  3,043  2,774  3,021  2,700  2,982  2,856  2,778  2,406  2,329  2,909  

277  292  314  256  282  282  267  273  281  299  268  
311  

3,015  3,148  3,357  3,030  3,303  2,982  3,249  3,129  3,059  2,705  2,597  
3,220  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

1,819  1,808  1,723  1,819  1,881  1,658  1,950  2,428  1,979  1,883  1,676  2,095  
56  54  51  55  47  53  62  

75  
71  105  66  

129  
1,875  1,862  1,774  1,874  1,928  1,711  2,012  

2,503  
2,050  1,988  1,742  

2,224  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 
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【整形外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 11 16 17 7 7 14 20 8 21 29 27 32 

再来数 37 24 25 30 17 31 24 24 16 36 32 35 

患者合計 48 40 42 37 24 45 44 32 37 65 59 67 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ペイン】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 2 8 7 10 13 11 15 13 15 13 16 12 

再来数 267 229 261 255 269 214 279 255 241 221 225 264 

患者合計 269 237 268 265 282 225 294 268 256 234 241 276 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形成外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 9 12 20 17 10 7 16 14 12 10 10 11 

再来数 98 120 134 119 130 98 108 134 121 114 82 111 

患者合計 107 132 154 136 140 105 124 148 133 124 92 122 

 

 

 

 

 

 

 

37  24  25  30  17  31  24  24  16  
36  32  35  

11  
16  17  7  

7  
14  20  8  21  

29  27  32  
48  40  42  37  

24  
45  44  

32  37  

65  59  67  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

267  229  261  255  269  214  279  255  241  221  225  264  

2  8  7  10  13  
11  

15  13  15  13  16  12  
269  237  268  265  282  

225  
294  268  256  234  241  276  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

98  120  134  119  130  98  108  134  121  114  82  111  
9  

12  20  17  10  
7  16  

14  12  10  
10  

11  
107  

132  
154  136  140  

105  124  
148  133  124  

92  
122  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 

10 外来患者数 
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【神経内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 6 10 9 11 9 4 9 9 9 7 5 7 

再来数 206 200 231 209 225 208 245 218 233 198 220 239 

患者合計 212 210 240 220 234 212 254 227 242 205 225 246 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消化器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 32 54 52 57 45 62 75 69 70 64 47 96 

再来数 843 830 824 859 934 833 921 969 887 923 925 976 

患者合計 875 884 876 916 979 895 996 1,038 957 987 972 1,072 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心臓血管外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 8 6 4 9 6 6 8 5 1 10 3 8 

再来数 70 72 72 92 99 73 121 268 81 109 78 77 

患者合計 78 78 76 101 105 79 129 273 82 119 81 85 

 

 

 

 

 

 

 

206  200  231  209  225  208  245  218  233  198  220  239  

6  10  9  11  9  4  
9  9  9  

7  5  7  
212  210  240  220  234  212  

254  227  242  
205  225  246  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 

843  830  824  859  934  833  921  969  887  923  925  976  

32  54  52  57  45  62  75  69  70  64  47  96  
875  884  876  916  979  895  996  1,038  957  987  972  1,072  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 

70  72  72  92  99  73  121  
268  

81  109  78  77  
8  6  4  9  6  6  

8  

5  

1  10  
3  8  

78  78  76  101  105  79  
129  

273  

82  
119  

81  85  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 
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11 外来患者数 



【消化器外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 6 5 1 5 1 2 1 7 4 6 4 2 

再来数 66 69 70 65 65 57 84 68 81 94 63 83 

患者合計 72 74 71 70 66 59 85 75 85 100 67 85 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頭頸科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 23 36 35 46 27 34 45 47 32 22 43 32 

再来数 222 238 256 311 320 247 334 344 313 273 275 396 

患者合計 245 274 291 357 347 281 379 391 345 295 318 428 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乳腺外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 2 6 3 1 5 3 4 3 3 5 2 2 

再来数 33 34 33 33 41 60 65 73 51 48 51 16 

患者合計 35 40 36 34 46 63 69 76 54 53 53 18 

 

 

 

 

 

 

 

66  69  70  65  65  57  
84  68  81  94  

63  83  
6  5  1  5  1  2  

1  
7  4  

6  
4  

2  
72  74  71  70  66  59  

85  75  85  
100  

67  
85  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 

222  238  256  311  320  247  334  344  313  273  275  
396  23  36  35  

46  27  
34  

45  47  32  22  43  
32  

245  274  291  
357  347  

281  
379  391  345  

295  318  
428  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 

33  34  33  33  41  60  65  73  
51  48  51  

16  
2  6  3  1  5  

3  4  3  
3  5  2  

2  

35  40  36  34  
46  

63  69  76  
54  53  53  

18  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 
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12 外来患者数 



【放射線治療科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 10 14 18 23 17 16 15 19 12 17 18 15 

再来数 369 464 411 557 517 388 515 419 500 469 481 566 

患者合計 379 478 429 580 534 404 530 438 512 486 499 581 

 

 

 

 

 

 

 

 

【婦人科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 3 4 12 6 6 5 9 10 6 8 7 9 

再来数 65 85 66 52 57 58 60 77 73 49 63 85 

患者合計 68 89 78 58 63 63 69 87 79 57 70 94 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科脊椎】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 5 2 3 2 0 3 1 4 2 3 2 3 

再来数 137 175 146 126 165 140 153 153 149 108 94 96 

患者合計 142 177 149 128 165 143 154 157 151 111 96 99 

 

 

 

 

 

 

 

15 外来患者数 

369  464  411  
557  517  388  515  419  500  469  481  566  

10  
14  18  

23  17  
16  

15  
19  

12  17  18  
15  379  

478  429  
580  534  

404  
530  

438  
512  486  499  

581  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 

65  85  66  52  57  58  60  77  73  
49  63  

85  
3  

4  
12  

6  6  5  9  
10  6  

8  
7  

9  68  
89  

78  
58  63  63  69  

87  79  
57  

70  
94  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 

137  175  146  126  165  140  153  153  149  
108  94  96  

5  
2  

3  
2  

0  
3  1  4  2  

3  2  3  

142  
177  

149  
128  

165  
143  154  157  151  

111  96  99  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 
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13 外来患者数 



【糖尿病内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 0 2 0 1 0 1 1 3 0 0 1 2 

再来数 31 50 46 53 46 46 66 57 61 69 60 62 

患者合計 31 52 46 54 46 47 67 60 61 69 61 64 

 

 

 

 

 

 

 

 

【病理診断科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

再来数 50 54 55 44 46 39 59 61 51 57 70 68 

患者合計 50 54 55 44 46 39 59 61 51 57 70 68 

 

 

 

 

 

 

 

 

【呼吸器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 0 0 0 7 2 5 5 6 8 6 7 8 

再来数 0 0 0 23 14 48 58 73 85 84 82 83 

患者合計 0 0 0 30 16 53 63 79 93 90 89 91 

 

 

 

 

 

 

31  
50  46  53  46  46  

66  57  61  69  60  62  
2  1  1  

1  3  1  2  
31  

52  46  54  46  47  
67  60  61  69  61  64  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 計 

50  54  55  44  46  39  
59  61  51  57  70  68  

50  54  55  
44  46  39  

59  61  
51  57  

70  68  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 再来数 計 
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14 外来患者数 

7  2  5  5  6  8  6  7  8  
23  14  

48  58  73  85  84  82  83  30  
16  

53  63  
79  

93  90  89  91  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 



２）入院患者 
 

【病院全体】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 425 463 497 466 451 404 515 460 421 421 398 465 

退院患者 396 441 492 456 456 423 501 470 457 370 402 475 

入院延患者 6,212 6,908 7,267 7,695 7,643 7,319 7,268 7,318 7,305 7,528 7,078 7,421 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 235 249 264 236 239 204 281 232 212 195 191 226 

退院患者 212 240 254 219 232 201 262 239 220 170 176 240 

入院延患者 2,995 3,186 3,291 3,450 3,353 3,495 3,648 3,488 3,352 3,740 3,220 3,601 

 

 

 

 

 

 

 

【循環器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 57 69 83 55 59 50 54 63 57 84 64 61 

退院患者 60 62 80 60 61 55 49 63 65 65 72 57 

入院延患者 1,019 1,100 1,134 999 933 887 732 1,043 1,022 1,115 1,215 1,110 

 

 

 

 

 

15 入院患者数 
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【整形外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 3 1 3 1 0 1 2 0 0 0 1 0 

退院患者 3 1 3 1 0 1 2 0 0 0 0 0 

入院延患者 6 3 6 2 0 2 4 0 0 0 2 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ペイン】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 7 7 8 5 8 7 10 9 12 5 6 7 

退院患者 6 5 12 4 8 8 10 8 14 3 6 10 

入院延患者 77 53 68 26 33 35 54 44 71 55 49 44 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形成外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 4 5 7 8 7 5 7 7 3 5 6 7 

退院患者 2 6 7 7 9 6 7 7 3 5 5 7 

入院延患者 6 15 20 13 32 11 15 18 9 12 18 13 

 

 

 

 

 

 

 

16 入院患者数 
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【神経内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 10 11 10 5 16 6 8 14 4 8 13 7 

退院患者 9 12 9 9 15 11 8 12 9 8 10 10 

入院延患者 193 155 194 160 325 267 147 227 200 154 185 163 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消化器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 52 59 54 71 50 63 65 64 61 48 52 77 

退院患者 61 51 62 78 53 56 70 64 63 53 56 71 

入院延患者 948 1,034 1,096 1,321 1,017 916 925 797 1,063 971 909 977 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心臓血管外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 10 7 12 18 15 10 16 14 13 17 14 16 

退院患者 5 9 16 11 17 18 13 17 20 12 18 19 

入院延患者 201 321 228 309 487 399 403 526 424 377 398 414 
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【消化器外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 14 11 13 18 12 10 22 15 17 15 10 13 

退院患者 13 14 15 18 17 15 25 14 14 15 16 12 

入院延患者 287 314 361 293 313 348 351 314 311 330 239 302 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頭頸科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 19 19 19 22 16 17 17 12 16 12 22 21 

退院患者 16 20 14 25 13 22 18 13 16 18 13 23 

入院延患者 238 327 374 401 361 389 306 300 368 282 249 376 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乳腺外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 0 3 2 1 3 2 3 1 0 0 1 1 

退院患者 0 3 1 2 3 2 1 3 0 0 0 2 

入院延患者 0 12 7 20 3 6 14 20 0 0 15 25 
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【放射線治療科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 7 11 9 18 11 13 9 11 9 16 7 8 

退院患者 4 3 8 11 15 14 13 12 11 7 13 7 

入院延患者 74 217 332 489 551 382 417 360 305 317 323 149 

 

 

 

 

 

 

 

 

【婦人科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 0 6 5 4 4 7 6 8 6 6 2 8 

退院患者 0 5 5 4 4 6 8 8 5 6 3 7 

入院延患者 8 28 40 26 34 48 50 35 25 30 14 47 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科脊椎】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 7 5 8 4 11 7 6 8 6 9 6 11 

退院患者 5 10 6 7 9 6 7 9 11 5 9 9 

入院延患者 160 143 116 186 201 131 183 140 134 111 228 184 
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【呼吸器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 0 0 0 0 0 2 9 2 5 1 3 2 

退院患者 0 0 0 0 0 2 8 1 6 3 5 1 

入院延患者 0 0 0 0 0 3 19 6 21 34 14 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20 入院患者数  
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3）病棟実績 
 

【病院全体】 

  分類 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

４階 ＳＣＵ 

（18 床） 

入院 59 61 50 46 52 61 77 66 63 66 64 66 731 

退院 4 4 8 6 4 5 7 11 7 4 12 8 80 

延 539 556 533 552 554 538 550 531 556 557 497 557 6,520 

５階病棟 

（60 床） 

入院 156 160 168 155 152 119 158 138 132 123 120 139 1,720 

退院 115 143 134 113 115 95 124 108 106 80 99 126 1,358 

延 1,550 1,581 1,624 1,719 1,720 1,641 1,686 1,647 1,660 1,686 1,572 1,688 19,774 

６階東病棟 

（49 床） 

入院 44 61 70 65 58 66 73 61 57 71 47 69 742 

退院 60 67 73 73 69 90 80 82 83 71 61 82 891 

延 899 1,149 1,289 1,375 1,384 1,276 1,239 1,268 1,260 1,297 1,287 1,232 14,955 

６階西病棟 

（46 床） 

入院 65 74 74 89 75 72 88 95 78 66 74 94 944 

退院 67 64 79 78 80 64 98 91 66 59 76 92 914 

延 1,144 1,170 1,216 1,322 1,287 1,259 1,232 1,198 1,288 1,292 1,188 1,265 14,861 

７階東病棟 

（49 床） 

入院 85 95 115 101 95 73 105 83 86 85 79 87 1,089 

退院 74 74 111 92 94 77 91 74 79 74 75 83 998 

延 1,152 1,260 1,271 1,349 1,332 1,291 1,276 1,329 1,276 1,393 1,270 1,337 15,536 

７階西病棟 

（46 床） 

入院 16 12 19 10 19 13 14 17 5 10 13 11 159 

退院 76 90 86 94 94 92 101 104 116 82 79 85 1,099 

延 928 1,192 1,334 1,378 1,368 1,314 1,285 1,345 1,265 1,303 1,263 1,342 15,317 

全体 

（268 床） 

入院 425 463 496 466 451 404 515 460 421 421 397 466 5,385 

退院 396 442 491 456 456 423 501 470 457 370 402 476 5,340 

延 6,212 6,908 7,267 7,695 7,645 7,319 7,268 7,318 7,305 7,528 7,077 7,421 86,963 

※2019 年 3 月末時点の稼働病床数 

【病棟別平均在院日数】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計 

４階 ＳＣＵ 17.1 17.1 18.4 21.2 19.8 16.3 13.1 13.8 15.9 15.9 13.1 15.1 16.1 

５階病棟 11.4 10.4 10.8 12.8 12.9 15.3 12.0 13.4 13.9 16.6 14.4 12.7 12.8 

６階東病棟 17.3 18.0 18.0 19.9 21.8 16.4 16.2 17.7 18.0 18.3 23.8 16.3 18.3 

６階西病棟 17.3 17.0 15.9 15.8 16.6 18.5 13.2 12.9 17.9 20.7 15.8 13.6 16.0 

７階東病棟 14.5 14.9 11.2 14.0 14.1 17.2 13.0 16.9 15.5 17.5 16.5 15.7 14.9 

７階西病棟 20.2 23.4 25.4 26.5 24.2 25.0 22.3 22.2 20.9 28.3 27.5 28.0 24.4 

全体 15.1 15.3 14.7 16.7 16.9 17.7 14.3 15.7 16.6 19.0 17.7 15.8 16.2 
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4）救急実績 
 

【外来】 

 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

救急車 45 65 65 76 76 101 86 102 105 131 66 81 999 

Wark-in 162 164 142 141 136 234 173 121 192 266 179 280 2,190 

計 207 229 207 217 212 335 259 223 297 397 245 361 3,189 

 

 

 

 

【入院】 

 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

救急車 144 164 147 142 141 136 147 133 143 158 141 148 1,744 

Wark-in 38 44 43 37 46 33 44 36 42 35 30 49 477 

計 182 208 190 179 187 169 191 169 185 193 171 197 2,221 
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5）手術実績 
 

【手術件数（術場外 AG室、内視鏡室、外来処置室を含む】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計 

脳神経外科 52 36 34 53 39 41 49 51 49 30 32 37 503 

消化器内科 21 19 20 29 12 8 6 20 14 8 11 13 181 

消化器外科 9 14 13 15 12 8 18 13 8 12 11 11 144 

頭頚科 8 16 16 13 14 7 8 11 7 9 14 16 139 

心臓血管外科 10 8 13 10 21 10 9 15 12 10 9 9 136 

形成外科 6 15 11 15 15 7 13 15 7 11 8 10 133 

循環器内科 10 9 15 10 9 11 13 5 7 12 17 6 124 

放射線診療科 13 6 11 6 21 12 10 7 9 8 3 10 116 

脳神経外科脊椎 6 8 8 5 12 6 6 10 7 8 8 8 92 

婦人科 1 6 7 4 4 6 8 8 6 7 2 8 67 

ペインクリニック 3 2 4 1 2 4 4 2 4 5 1 1 33 

整形外科 3 1 3 1   1 2           11 

乳腺外科   1 1     1 2 1     1 1 8 

計 142 141 156 162 161 122 148 158 130 120 117 130 1,687 
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ペインクリニック 整形外科 乳腺外科 
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【主要算定手技】 

医事算定手技 計 

脳動脈瘤頸部クリッピング 214 

皮膚、皮下腫瘍摘出術 83 

内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術 77 

慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 70 

経皮的冠動脈ステント留置術 63 

脊椎固定術、脊椎固定術、椎弓切除術 49 

四肢の血管拡張術・血栓除去術 40 

中心静脈注射用植込型カテーテル設置 30 

腹腔鏡下胆嚢摘出術 27 

ステントグラフト内挿術（胸部大動脈） 26 

経皮的カテーテル心筋焼灼術 25 

内視鏡的消化管止血術 25 

経皮的脳血栓回収術 24 

頭蓋内腫瘍摘出術（その他） 24 

脊髄刺激装置植込術（脊髄刺激電極を留置） 21 

ステントグラフト内挿術（腹部大動脈） 21 

動脈血栓内膜摘出術（内頸動脈） 19 

血管塞栓術（頭部、胸腔、腹腔内血管等）（その他） 18 

抗悪性腫瘍剤静脈内持続注入用植込型カテーテル設置 18 

経皮的椎体形成術 18 

 

 

【術場外検査等実績】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

AG 6 8 3 3 4 2 3 6 8 5 2 10 60 

BOT 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 5 

CAG 11 12 16 16 10 13 11 13 11 11 8 14 146 

EPS 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

下肢造影 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

右心カテ 2 1 2 1 0 2 1 0 0 0 0 0 9 

GTF 126 134 141 160 133 108 174 168 155 126 153 159 1737 

CF 41 58 41 59 50 49 55 79 61 42 58 71 664 
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６）紹介・逆紹介実績 

 

 

【紹介患者数】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

脳神経外科 82 84 102 85 82 74 77 60 78 60 63 93 940 

救急 26 35 20 28 29 23 28 23 25 24 27 25 313 

頭頚部外科 23 32 31 36 20 30 30 24 15 12 32 24 309 

循環器内科 22 24 26 24 23 18 22 26 14 17 23 24 263 

消化器内科 19 28 23 23 18 30 26 15 26 16 13 22 259 

放射線治療科 12 12 22 25 21 18 13 22 14 18 21 18 216 

神経内科 13 11 11 8 12 5 10 12 7 4 5 6 104 

ペインクリニック 2 7 6 7 8 8 8 7 10 7 11 4 85 

形成外科   2 3 6 3 1 6 3 4 3 7 3 41 

消化器外科 4 2 2 2 3 2 2 3 6     2 28 

脳神経外科脊椎 6 4 2 4 1 2 1 2 1 1 1 2 27 

心臓血管外科 2 4   3 3 3 3 1 3   2 2 26 

呼吸器内科       2 3 2 4 2 5 3 3 2 26 

婦人科   2 2 2 2 1 4 3 4   4 1 25 

糖尿病内科   1   2   2 1 3       2 11 

放射線診療科   1       2   1     2 1 7 

腫瘍内科 1 1 2   1             1 6 

乳腺外科 1       1 1       1 1   5 

整形外科 1       1               2 

計 214 250 252 257 231 222 235 207 212 166 215 232 2,693 
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【逆紹介患者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

脳神経外科 83 89 73 75 76 72 97 93 66 52 69 87 932 

循環器内科 24 30 21 25 25 24 14 21 25 25 32 21 287 

消化器内科 28 19 26 17 20 17 18 24 24 20 23 32 268 

救急 9 9 15 20 13 14 12 7 11 14 16 17 157 

頭頚部外科 3 14 2 4 2 6 6 9 5 4 4 11 70 

放射線治療科 3   5 5 6 7 7 6 5 4 7 8 63 

神経内科 5 2 4 7 8 1 6 3 1 3 5 8 53 

心臓血管外科 4 2 2 5 7 4 2 3 8 4 1 6 48 

消化器外科 4 6 1 3 2 3 3 3 6 3 3 2 39 

脳神経外科脊椎 1 4 1 3 1 2 5   5   4 5 31 

形成外科 2 1 2 2 2   2   1 1   2 15 

ペインクリニック 3 2 1 1     2 1 2 1   1 14 

放射線診療科 3 2     2 1       1 2   11 

呼吸器内科             2 1   2 2 2 9 

乳腺外科     1       1       5 2 9 

婦人科       2   1 2   1 1 1   8 

糖尿病内科     1                 3 4 

腫瘍内科 2           1           3 

計 174 180 155 169 164 152 180 171 160 135 174 207 2,021 
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【稼働率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

ＳＣＵ 99.8% 99.6% 98.7% 98.9% 99.3% 99.6% 98.6% 98.3% 99.6% 99.8% 98.6% 99.8% 99.2% 

一般病床 83.2% 81.6% 88.2% 91.2% 90.5% 89.3% 85.9% 88.9% 86.7% 89.6% 93.1% 87.3% 88.0% 

地域包括 88.4% 83.6% 96.7% 96.6% 95.9% 95.2% 90.1% 97.5% 88.7% 91.4% 98.1% 94.1% 93.0% 

全体 85.2% 83.1% 90.4% 92.6% 92.0% 91.0% 87.5% 91.0% 87.9% 90.6% 94.3% 89.3% 89.6% 
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１）外来患者 
 

【病院全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科】 

 

 

 

 

 
 

 

【循環器内科】 

 

 

 

 

 

 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 592 577 564 663 700 619 720 614 610 802 576 452 

再来数 8,192 8,107 8,385 8,739 8,282 8,635 9,221 9,608 9,163 8,355 7,796 8,523 

計 8,784 8,684 8,949 9,402 8,982 9,254 9,941 10,222 9,773 9,157 8,372 8,975 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 294 278 265 343 368 314 337 295 290 298 263 204 

再来数 2,930 2,890 2,975 2,856 3,000 3,049 3,082 2,750 2,964 2,697 2,455 2,911 

患者合計 3,224 3,168 3,240 3,199 3,368 3,363 3,419 3,045 3,254 2,995 2,718 3,115 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 70 67 54 68 58 50 68 63 67 170 53 63 

再来数 1,899 1,897 1,866 2,150 1,857 1,961 2,019 2,847 2,147 1,970 1,798 2,038 

患者合計 1,969 1,964 1,920 2,218 1,915 2,011 2,087 2,910 2,214 2,140 1,851 2,101 
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8,192  8,107  8,385  8,739  8,282  8,635  9,221  9,608  9,163  8,355  7,796  8,523  

592  577  564  663  700  619  720  614  610  802  576  452  
8,784  8,684  8,949  9,402  8,982  9,254  9,941  10,222  9,773  9,157  8,372  8,975  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

2,930  2,890  2,975  2,856  3,000  3,049  3,082  2,750  2,964  2,697  2,455  2,911  

294  278  265  343  368  314  337  295  290  298  263  
204  

3,224  3,168  3,240  3,199  3,368  3,363  3,419  3,045  3,254  2,995  2,718  
3,115  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

1,899  1,897  1,866  2,150  1,857  1,961  2,019  
2,847  

2,147  1,970  1,798  2,038  

70  67  54  68  
58  50  68  

63  
67  170  53  63  

1,969  1,964  1,920  
2,218  

1,915  2,011  2,087  

2,910  
2,214  2,140  1,851  2,101  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【整形外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 38 71 63 72 83 88 97 72 77 90 74 50 

再来数 116 220 257 302 324 360 435 424 434 418 365 303 

患者合計 154 291 320 374 407 448 532 496 511 508 439 353 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ペイン】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 19 7 13 8 12 13 13 12 8 11 8 4 

再来数 268 239 253 267 255 266 313 275 265 260 269 245 

患者合計 287 246 266 275 267 279 326 287 273 271 277 249 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形成外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 12 9 15 13 14 14 9 13 13 10 6 12 

再来数 105 95 119 114 132 120 128 121 143 107 98 122 

患者合計 117 104 134 127 146 134 137 134 156 117 104 134 
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116  220  257  302  324  360  435  424  434  418  365  303  38  
71  63  72  83  88  

97  72  77  90  
74  

50  154  
291  320  374  407  448  

532  496  511  508  
439  

353  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

268  239  253  267  255  266  313  275  265  260  269  245  

19  7  13  8  12  13  
13  12  8  11  8  4  

287  
246  266  275  267  279  

326  287  273  271  277  249  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

105  95  119  114  132  120  128  121  143  
107  98  122  

12  9  
15  13  

14  14  9  13  
13  

10  6  
12  

117  104  
134  127  

146  134  137  134  
156  

117  104  
134  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【神経内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 12 7 7 12 10 9 15 9 9 7 4 2 

再来数 270 235 272 277 247 256 279 245 271 180 180 178 

患者合計 282 242 279 289 257 265 294 254 280 187 184 180 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消化器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 69 54 72 62 68 39 70 65 60 97 63 34 

再来数 1,078 990 1,026 1,082 939 945 1,066 1,035 1,064 953 918 947 

患者合計 1,147 1,044 1,098 1,144 1,007 984 1,136 1,100 1,124 1,050 981 981 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心臓血管外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 8 9 9 6 8 9 8 10 5 10 7 5 

再来数 123 122 117 127 105 116 109 79 110 96 96 145 

患者合計 131 131 126 133 113 125 117 89 115 106 103 150 
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270  235  272  277  247  256  279  245  271  
180  180  178  

12  
7  

7  12  
10  9  15  

9  9  

7  4  2  

282  
242  

279  289  
257  265  294  

254  280  

187  184  180  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

1,078  990  1,026  1,082  939  945  1,066  1,035  1,064  953  918  947  

69  54  72  62  
68  39  

70  65  60  97  63  34  

1,147  1,044  1,098  1,144  
1,007  984  

1,136  1,100  1,124  1,050  981  981  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

123  122  117  127  105  116  109  79  110  96  96  
145  

8  9  9  6  
8  9  8  

10  
5  10  7  

5  
131  131  126  133  

113  125  117  
89  

115  106  103  

150  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【消化器外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 5 4 2 5 5 5 4 2 5 3 7 4 

再来数 60 69 95 102 92 111 95 88 82 99 80 99 

患者合計 65 73 97 107 97 116 99 90 87 102 87 103 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頭頸科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 36 33 36 32 40 29 44 41 30 41 29 32 

再来数 353 311 326 358 302 330 375 377 372 350 324 324 

患者合計 389 344 362 390 342 359 419 418 402 391 353 356 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乳腺外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 2 1 2 3 3 0 1 2 2 10 6 6 

再来数 16 12 12 18 12 8 32 40 34 56 45 46 

患者合計 18 13 14 21 15 8 33 42 36 66 51 52 
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60  69  
95  102  92  111  95  88  82  99  80  99  

5  4  
2  5  5  

5  
4  2  5  

3  
7  

4  65  73  
97  107  97  

116  
99  90  87  

102  
87  

103  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

353  311  326  358  302  330  375  377  372  350  324  324  

36  33  36  32  
40  29  

44  41  30  41  29  32  

389  
344  362  390  

342  359  
419  418  402  391  353  356  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

16  12  12  18  12  8  
32  40  34  

56  45  46  2  1  2  3  3  0  

1  
2  2  

10  
6  6  

18  13  14  21  15  8  

33  
42  36  

66  
51  52  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【放射線治療科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 9 14 7 13 11 16 19 10 20 23 24 19 

再来数 469 442 421 393 370 387 493 576 517 434 443 503 

患者合計 478 456 428 406 381 403 512 586 537 457 467 522 

 

 

 

 

 

 

 

 

【婦人科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 7 11 3 9 7 10 8 4 10 10 11 6 

再来数 65 63 84 69 66 71 53 84 73 65 59 65 

患者合計 72 74 87 78 73 81 61 88 83 75 70 71 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科脊椎】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 3 4 4 6 2 2 7 4 2 5 2 1 

再来数 148 130 164 180 127 152 137 113 135 143 127 107 

患者合計 151 134 168 186 129 154 144 117 137 148 129 108 
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469  442  421  393  370  387  493  576  517  434  443  503  

9  14  7  13  11  16  
19  

10  20  
23  24  19  

478  456  428  406  381  403  
512  

586  537  
457  467  522  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

65  63  
84  69  66  71  53  

84  73  65  59  65  

7  11  
3  

9  7  10  
8  

4  10  10  11  6  

72  74  
87  78  73  81  

61  

88  83  75  70  71  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

148  130  164  180  
127  152  137  113  135  143  127  107  

3  4  
4  6  

2  
2  7  

4  
2  5  2  

1  

151  134  
168  186  

129  
154  144  

117  137  148  129  
108  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 



【糖尿病内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 1 0 2 1 1 1 1 0 1 0 1 1 

再来数 75 63 59 71 71 73 90 79 100 88 82 87 

患者合計 76 63 61 72 72 74 91 79 101 88 83 88 

 

 

 

 

 

 

 

 

【病理診断科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

再来数 43 68 49 57 60 66 55 63 51 69 63 68 

患者合計 43 68 49 57 60 66 55 63 51 69 63 68 

 

 

 

 

 

 

 

 

【呼吸器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 6 3 5 7 3 7 11 5 5 9 10 1 

再来数 86 96 114 124 99 114 137 119 124 115 110 73 

患者合計 92 99 119 131 102 121 148 124 129 124 120 74 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 

86  96  114  124  99  114  137  119  124  115  110  
73  

6  3  
5  7  

3  
7  

11  
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1  

92  99  
119  131  

102  
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148  
124  129  124  120  

74  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

再来数 新患数 

33 外来患者数 



【泌尿器科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

新患数 1 5 5 3 7 13 8 7 6 8 8 8 

再来数 26 44 47 50 70 74 67 93 87 85 78 109 

患者合計 27 49 52 53 77 87 75 100 93 93 86 117 
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34 外来患者数 



２）入院患者 
 

【病院全体】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 503 497 488 488 480 453 504 496 511 505 443 465 

退院患者 503 499 466 488 495 453 486 507 565 449 453 479 

入院延患者 7,436 7,752 7,373 7,811 7,864 7,703 7,501 7,587 7,593 7,709 7,346 7,130 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 276 266 244 246 230 204 240 255 242 232 228 230 

退院患者 262 271 231 228 240 204 216 259 265 201 208 236 

入院延患者 3,372 3,725 3,486 3,565 3,579 3,528 3,400 3,780 3,504 3,487 3,366 3,616 

 

 

 

 

 

 

 

【循環器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 69 63 66 75 65 55 78 53 62 75 65 54 

退院患者 78 59 65 73 70 63 61 56 69 71 62 63 

入院延患者 1,135 1,109 873 1,017 992 826 947 907 833 1,033 915 791 
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【整形外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 2 5 5 10 12 22 7 15 24 20 17 12 

退院患者 1 4 5 7 11 20 19 14 19 20 19 15 

入院延患者 50 89 167 244 363 463 410 321 420 565 591 354 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ペイン】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 9 7 7 5 6 6 7 5 5 7 3 5 

退院患者 9 6 7 5 8 6 7 6 5 7 3 5 

入院延患者 36 47 75 57 36 27 22 54 22 24 10 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形成外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 7 5 4 7 5 10 6 11 9 5 8 7 

退院患者 7 5 4 7 5 9 6 12 9 4 10 5 

入院延患者 12 11 20 55 48 49 48 62 51 29 15 16 
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【神経内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 11 7 17 6 11 11 14 13 9 8 7 8 

退院患者 12 6 10 13 7 16 14 16 17 8 7 8 

入院延患者 222 128 306 271 265 317 291 332 261 205 165 182 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消化器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 62 64 68 66 72 72 65 70 60 71 52 62 

退院患者 65 65 60 72 63 70 78 68 71 66 52 69 

入院延患者 1,046 952 870 1,099 1,200 1,201 1,037 872 913 880 818 847 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心臓血管外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 16 10 17 15 17 20 16 14 15 20 12 14 

退院患者 12 18 15 13 25 21 13 15 21 15 17 12 

入院延患者 426 399 360 371 334 309 364 334 343 397 251 278 
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【消化器外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 10 21 16 14 17 13 22 13 19 13 9 20 

退院患者 11 16 21 19 22 11 21 17 20 14 16 11 

入院延患者 335 504 449 462 394 305 321 295 370 302 268 281 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頭頸科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 15 14 8 18 15 11 19 15 24 14 11 17 

退院患者 22 13 10 17 14 13 17 18 23 13 19 16 

入院延患者 293 201 255 332 326 285 318 220 342 232 302 212 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乳腺外科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 3 

退院患者 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5 

入院延患者 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 33 20 
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【放射線治療科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 9 11 9 9 11 7 8 14 10 15 9 13 

退院患者 7 9 12 12 11 4 10 7 9 11 16 12 

入院延患者 236 300 305 144 159 143 121 159 269 323 332 236 

 

 

 

 

 

 

 

 

【婦人科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 3 6 10 6 8 11 8 5 10 9 6 8 

退院患者 3 6 9 6 9 9 9 6 10 8 7 7 

入院延患者 24 28 36 22 50 42 60 25 51 33 27 40 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脳神経外科脊椎】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 10 8 10 6 8 10 8 6 14 12 8 8 

退院患者 9 13 9 11 7 6 8 7 17 7 12 10 

入院延患者 226 236 139 153 115 184 150 202 182 176 244 223 
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【呼吸器内科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 4 9 7 5 3 0 6 7 7 3 3 4 

退院患者 5 8 7 5 3 0 6 6 9 3 2 5 

入院延患者 23 22 13 19 3 0 10 24 24 15 7 14 

 

 

 

 

 

 

 

 

【泌尿器科】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

入院患者 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0 

退院患者 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 2 0 

入院延患者 0 1 19 0 0 24 2 0 0 8 2 0 
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3）病棟実績 
 

【病院全体】 

  分類 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

４階 ＳＣＵ 

（21 床） 

入院 75 74 62 66 63 62 63 71 77 77 69 79 838 

退院 1 5 6 14 8 11 6 8 15 10 5 10 99 

延 540 646 629 646 645 626 650 628 646 647 602 640 7,545 

５階病棟 

（60 床） 

入院 147 148 143 155 148 138 146 131 144 124 122 108 1,654 

退院 130 125 117 115 133 95 95 76 101 71 96 90 1,244 

延 1,669 1,719 1,640 1,720 1,707 1,692 1,713 1,713 1,709 1,742 1,640 1,706 20,370 

６階東病棟 

（49 床） 

入院 70 82 78 79 73 64 69 76 86 84 65 81 907 

退院 99 108 96 117 104 83 98 110 106 83 70 84 1,158 

延 1,308 1,358 1,247 1,319 1,361 1,347 1,280 1,348 1,354 1,373 1,332 1,270 15,897 

６階西病棟 

（46 床） 

入院 83 89 83 78 83 86 99 103 88 102 82 89 1,065 

退院 78 77 71 71 73 70 84 89 92 97 92 91 985 

延 1,272 1,260 1,277 1,328 1,368 1,330 1,254 1,241 1,274 1,280 1,212 1,177 15,273 

７階東病棟 

（49 床） 

入院 107 91 102 100 99 92 110 100 106 105 95 97 1,204 

退院 94 81 99 100 103 106 93 103 116 82 102 104 1,183 

延 1,332 1,355 1,248 1,397 1,392 1,348 1,325 1,333 1,314 1,400 1,311 1,185 15,940 

７階西病棟 

（46 床） 

入院 16 13 20 10 14 11 17 15 10 15 10 12 163 

退院 101 103 77 71 74 88 110 121 135 106 88 101 1,175 

延 1,315 1,414 1,332 1,401 1,391 1,360 1,279 1,324 1,296 1,267 1,249 1,152 15,780 

全体 

（271 床） 

入院 498 497 488 488 480 453 504 496 511 507 443 466 5,831 

退院 503 499 466 488 495 453 486 507 565 449 453 480 5,844 

延 7,436 7,752 7,373 7,811 7,864 7,703 7,501 7,587 7,593 7,709 7,346 7,130 90,805 

※2020 年 3 月末時点の稼働病床数 

【病棟別平均在院日数】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

４階 ＳＣＵ 14.2 16.4 18.5 16.2 18.2 17.2 18.8 15.9 14.0 14.9 16.3 14.4 16.1 

５階病棟 12.1 12.6 12.6 12.7 12.1 14.5 14.2 16.6 14.0 17.9 15.0 17.2 14.1 

６階東病棟 15.5 14.3 14.3 13.5 15.4 18.3 15.3 14.5 14.1 16.4 19.7 15.4 15.4 

６階西病棟 15.8 15.2 16.6 17.8 17.5 17.1 13.7 12.9 14.2 12.9 13.9 13.1 14.9 

７階東病棟 13.3 15.8 12.4 14.0 13.8 13.6 13.1 13.1 11.8 15.0 13.3 11.8 13.4 

７階西病棟 22.5 24.4 27.5 34.6 31.6 27.5 20.1 19.5 17.9 20.9 25.5 20.4 23.6 

全体 14.9 15.6 15.5 16.0 16.1 17.0 15.2 15.1 14.1 16.1 16.4 15.1 15.6 
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4）救急実績 
 

【外来】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

救急車 66 69 78 104 108 113 125 124 129 142 95 85 1,238 

Wark-in 169 243 185 221 274 240 220 189 221 416 165 130 2,673 

計 235 312 263 325 382 353 345 313 350 558 260 215 3,911 

 

 

 

 

【入院】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

救急車 156 174 158 161 173 163 150 165 190 170 165 171 1,996 

Wark-in 51 49 38 46 30 34 50 44 36 54 52 34 518 

計 207 223 196 207 203 197 200 209 226 224 217 205 2,514 
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5）手術実績 
 

【手術件数（術場外 AG 室、内視鏡室、外来処置室を含む】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計 

脳神経外科 43 41 36 47 33 48 52 48 50 43 44 41 526 

消化器内科 32 25 26 34 29 29 39 29 32 25 32 34 366 

循環器内科 16 13 13 14 13 10 15 16 15 26 17 19 187 

消化器外科 11 20 16 14 15 11 20 15 17 15 14 15 183 

心臓血管外科 11 20 17 13 17 19 10 15 19 17 7 12 177 

整形外科 2 5 6 10 13 17 10 13 18 18 15 12 139 

放射線診療科 6 8 12 15 12 11 10 14 11 17 9 13 138 

形成外科 12 9 10 12 11 14 12 14 11 8 9 13 135 

脳神経外科脊椎 11 6 10 6 9 11 8 10 11 11 9 11 113 

頭頚科 12 5 4 8 9 7 11 8 13 6 9 8 100 

婦人科 4 6 9 7 9 9 8 5 8 8 5 8 86 

ペインクリニック 2 5 2 2 3 2 2 2 2 2 1 1 26 

乳腺外科                 1 1 3 3 8 

泌尿器科                     2   2 

計 162 163 161 182 173 188 197 189 208 197 176 190 2,186 
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【主要算定手技】 

医事算定手技 計 

内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術 216 

脳動脈瘤頸部クリッピング 195 

経皮的冠動脈ステント留置術 80 

慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 76 

脊椎固定術、脊椎固定術、椎弓切除術 68 

皮膚、皮下腫瘍摘出術 57 

経皮的カテーテル心筋焼灼術 57 

四肢の血管拡張術・血栓除去術 56 

抗悪性腫瘍剤静脈内持続注入用植込型カテーテル設置 39 

頭蓋内腫瘍摘出術（その他） 38 

血管塞栓術（頭部、胸腔、腹腔内血管等）（その他） 31 

経皮的脳血栓回収術 31 

中心静脈注射用植込型カテーテル設置 29 

内視鏡的消化管止血術 29 

ステントグラフト内挿術（腹部大動脈） 29 

内視鏡的胆道ステント留置術 28 

骨折観血的手術（大腿） 26 

動脈血栓内膜摘出術（内頸動脈） 25 

鼠径ヘルニア手術 25 

腹腔鏡下胆嚢摘出術 22 

 

 

【術場外検査等実績】 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

AG 5 7 7 7 4 4 9 7 6 7 3 8 74 

BOT 0 0 0 0 0 1 3 1 0 0 0 0 5 

CAG 10 7 15 21 12 10 8 9 6 7 12 6 123 

EPS 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

下肢造影 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

右心カテ 2 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 7 

GTF 131 150 143 152 135 128 143 149 135 126 64 116 1,572 

CF 74 84 72 63 77 59 42 59 75 64 68 66 803 
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６）紹介・逆紹介実績 

 

 

【紹介患者数】 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

脳神経外科 108 85 91 104 104 80 108 87 79 91 68 67 1,072 

救急 26 20 25 40 23 29 39 29 30 34 25 36 356 

循環器内科 36 26 24 43 32 23 34 23 22 29 30 19 341 

消化器内科 24 25 28 26 22 25 29 34 25 29 32 14 313 

頭頚部外科 27 24 21 22 22 21 28 23 21 26 22 24 281 

放射線治療科 14 16 10 21 12 12 19 11 19 17 20 19 190 

神経内科 10 10 8 9 16 12 17 10 7 8 4 6 117 

ペインクリニック 8 9 14 7 9 5 9 9 7 9 7 7 100 

整形外科 4 6 7 5 8 9 5 4 5 4 7 1 65 

心臓血管外科 2 5 6 4 2 4 5 2 6 4 4 5 49 

婦人科 2 4   4 5 5 4 1 4 3 5 2 39 

脳神経外科脊椎 2 5 5 5 2 4 5 3 2 2 2 1 38 

形成外科 3 3 3 4 2 4 3 2 4 4 2 2 36 

呼吸器内科 5 3 1 3 3 3 1 2 4 2 4   31 

泌尿器科 1 1 1 2 2 6   4 2 3 3 2 27 

消化器外科 1 3 1 3 2 1 5   3 2 2 4 27 

糖尿病内科 1   4 2 1 3 2 1 2 1 2   19 

乳腺外科     1   1   2   3 4 3 2 16 

腫瘍内科   1 3     1   2     1 1 9 

放射線診療科           3   1   1 1 1 7 

放射線診断科   1             1     1 3 

計 274 247 253 304 268 250 315 248 246 273 244 214 3,136 
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【逆紹介患者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

脳神経外科 90 100 110 85 104 107 112 108 118 117 107 106 1,264 

循環器内科 38 28 25 35 30 26 34 35 32 33 36 33 385 

消化器内科 20 24 23 30 24 28 37 23 18 26 13 27 293 

救急 13 19 18 21 14 14 11 13 12 29 18 26 208 

神経内科 14 10 11 7 5 6 12 9 9 7 5 3 98 

整形外科   3 2 5 8 12 9 7 13 11 15 6 91 

頭頚部外科 6 10 6 2 7 9 5 6 7 4 8 3 73 

放射線治療科 2 5 12 7 3 4 5   5 7 7 4 61 

心臓血管外科 8 6 4 3 4 4 4 4 3 3 4 1 48 

消化器外科 1 8 2 3 8 2 2 3 2 5 2 2 40 

脳神経外科脊椎 1 3 1 3 2 5 5   4 1 6 3 34 

泌尿器科 1 1 2   1 2 5 3   3 3 3 24 

呼吸器内科 2 1 1 2 1 3 3 2 2 2 1 3 23 

ペインクリニック     1 2   3 2 2   1 1 2 14 

婦人科 1     1 1 2   3 1   2   11 

糖尿病内科     2       1 2 1 2 2   10 

形成外科   1 1 1   1 1 1 1 1 1   9 

放射線診療科 1           2       2 2 7 

乳腺外科 1 1       1   1 2     1 7 

腫瘍内科   1         2   1       4 

計 199 221 221 207 212 229 252 222 231 252 233 225 2,704 
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【稼働率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年度平均 

ＳＣＵ 100.0% 99.2% 99.8% 99.2% 99.1% 99.4% 99.8% 99.7% 99.2% 99.4% 98.9% 98.3% 99.3% 

一般病床 91.2% 90.0% 88.4% 91.1% 92.2% 93.4% 88.1% 92.1% 89.4% 91.6% 92.9% 84.4% 90.4% 

地域包括 95.3% 99.2% 96.5% 98.2% 97.5% 98.6% 89.7% 95.9% 90.9% 88.8% 93.6% 80.8% 93.8% 

全体 92.5% 92.3% 90.7% 93.0% 93.6% 94.7% 89.3% 93.3% 90.4% 91.8% 93.5% 84.9% 91.7% 

47 病床稼働率 

SAPPORO TEISHINKAI HOSPITAL  ANNUAL REPORT 2019 

92.5% 92.3% 

90.7% 

93.0% 
93.6% 

94.7% 

89.3% 

93.3% 

90.4% 

91.8% 

93.5% 

84.9% 

78.0%

80.0%

82.0%

84.0%

86.0%

88.0%

90.0%

92.0%

94.0%

96.0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

【概  要】 

 看護部職員数 2019 年 4 月 1 日付 371 名 

(看護師 310 名、介護福祉士 28 名、看護事務 4 名、 

補助者 26 名、歯科衛生士 3 名) 

看護方式：受け持ち看護体制+チームナーシング 

入院基本料算定病床 

急性期一般入院料１ 204 床：7 対 1 

特定入院料算定病床 

脳卒中ケアユニット 24 床：常時 3 対 1 

地域包括ケアユニット 46 床：10 対 1 

勤務体制：2 交代制(一部で 3 交代勤務者在) 

 

[看護部理念] 

 看護部は良質で患者・家族と共に考えることを基本

とした、思いやりのある看護を提供する。 

[看護部基本行動指針] 

1．安全、安楽を保証し、人格と権利を尊重した 

看護を提供する。 

2．患者さんを中心としたチーム医療の一員としての

役割を果たす。 

3．地域と連携した継続看護の展開をする。 

4．人間性豊かな専門職業人を目指して自己啓発に 

努める。 

5．経済性を踏まえ、効率的な看護を提供する。 

 

看護部長：中山日登美(認定看護管理者) 

副看護部長：矢野優子（認定看護管理者) 

      家保美恵子（認定看護管理者) 

専門看護師：がん看護 川瀬 文香  

認定看護師 

感染管理認定看護師：宮木未果、前田孝則 

がん化学療法認定看護師：永井満里子 

認知症認定看護師：奈良槇子 

脳卒中リハビリテーション認定看護師： 

黒沢侑司 清水政孝 

皮膚排泄ケア認定看護師：髙江洲 亜利沙 

 

【2018 年度の取り組み】 

 2018 年度の重点目標 

1. 看護職員の労働環境、業務改善、改革 

2. チームの看護をリードする人材育成 

3. 経営貢献 

4. 継続看護の強化 

取り組みについては、以下である。 

 

1. 看護職員の労働環境、業務改善、改革 

１）質改善活動（小チーム活動）を行い、自分たちの

労働環境改善に向けた取り組みを実施。前年度を越え

る 14 演題がエントリー、改善に向けて活発な意見交

換ができた。 

2018 年度 QC 成果発表 

 

   

テーマ セクション・メンバー

患者オリエンテーションを見直そう！
-患者満足度調査からわかったこと- 森岡未来・渡邊智子

陽子線治療センター

コスト漏れ守れ
-コストもれもれ-

7階西病棟

信太美穂・野呂麻珠・澤崎綾美

胃管の自己抜去がない日々を夢見て
-申し送りを見直そう-

SCU

高橋杏沙・染川信幸・生野美佳

陰部洗浄・体位変換の取り組み
-安全で質の高い業務の効率化に向けて-

6階西病棟
坪田実香子・阿羅裕見子

小倉理華・姉崎里紗

介助浴・ミスト浴の搬送の効率化について
7階西病棟

工藤友紀・喜多由紀子・須貝加

津子・石山拓哉・清川智之

はっとして！Good
-ヒヤリハットを消えない記憶へ-

6階東病棟

若本理恵・池上志穂・工藤悦子

苦痛で面倒な薬剤定数う確認を何とかしよう
-もっと簡単に確認できるように-

救急

杉山大樹・水戸梓央

土田あゆみ

消化器特殊体位のツボを押さえる！！
-麻酔時間の短縮を目指して-

手術室

坂井あずさ・斎藤法子

・勝田千裕

つなげよう！入院に対する思い
-アンケートから見えた看護ケアに活かせる情報-

地域医療連携室

菅原ゆかり・佐藤美香

正しくゴミ分別できないのはなぜ
-なんでも感染性廃棄物に入れない-

7階西病棟
蓑島眞里子・松田珠美・藤井里

恵・松岡瑞希

夜勤から日勤への申し送り方法改善
5階病棟

川崎さやか・菅原美聡

有本悠華

そのナースコールは何を求めているのか！？
-離床センサー作動を減らすための取り組み-

7階東病棟

村木安奈・加藤真梨子

阿部舞子・牧野有紗

予約検査を遅らせない！
-ルート確保を見直そう-

外来
吉本愛・山崎静恵・関奈穂美真

柄美保子

それゆけ介護福祉士
-役割発揮の見える化-

6階東病棟

高橋力・渋谷信子

看護部 

看護部管理室及び各部署 
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発表風景（ポスターセッション） 

 

 

2.チームの看護をリードする人材育成 

１）「看護職のクリニカルラダー（日本看護協会版）」

を基に当院の看護師教育のためのクリニカルラダー

を見直し運用を開始した。 

新人教育プログラムも改定し、よりきめ細やかな教育

を実施できた。 

新クリニカルラダーでは、203 名が申請し、195 名が

認定された。 

 
 

2）学会・研修会・研究 

学会・研修会など院外研修への参加を支援しており、

多岐に渡る学会参加や院内外で研究発表を行ってい

る。 

○院内研修会 

・新人看護師研修 

年 20 回実施 延べ参加人数 853 名 

・看護部主催研修 

年 19 回実施 延べ参加人数 338 名 

○院外研修会 

・北海道看護協会主催研修 延べ参加人数 72 名 

・保健師助産師看護師実習指導講習会 1 名 

認定看護管理者教育課程ファーストレベル 2 名 

認定看護管理者教育課程セカンドレベル 1 名 

認定看護管理者教育課程サードレベル 1 名 など 

・その他主催研修 延べ参加人数 68 名 

 北海道病院学会主催 

病院看護師のための認知症対応力向上研修 

 S-QUE 研究会主催 

 重症度、医療・看護必要度評価者 院内指導者研修 

○学会 

 延べ参加人数 40 名、参加学会は以下である。 

 日本脳卒中学会、 日本看護管理学会、日本環境 

感染学会、日本褥瘡学会、日本看護学会、日本がん

看護学会、日本臨床腫瘍学会、日本手術看護学会、 

日本老年看護学会、日本パーキンソン病・日本介護

学会・運動障害疾患学会、日本脳神経看護研究学会 

北海道病院学会、北海道看護研究学会、 

 

研究発表（院内） ８演題 

 

研究発表（院外） 6 演題 

 

 

Ⅰ, 43, 

15% 

Ⅱ, 77, 

28% 
Ⅲ, 66, 

24% 
Ⅳ, 10, 4% 

未取得者, 

82, 29% 

2018年度 クリニカルラダー認定者数 

N＝276 

演題名

卒後2年目看護師が直面している看護実践能力の現

状と課題

-人工呼吸器装着患者の看護に着目して-

5階病棟

宇波春樹

初発脳梗塞患者の健康管理に関する
知識と実践内容

7階西病棟

山崎春佳

パーキンソン病の老老介護者が行っていた生
活の工夫とその思い

7階西病棟

千葉恭子

新たに取り入れた指導体制が新卒看護師に
及ぼした影響と今後の課題

手術室

越野明佳

認知症を有するがん患者の退院後の生活を見
据えた家族の体験

7階西病棟

大木万悠子

B病棟における看護師のタッチングの
実施状況とその背景

6階西病棟

伊藤麻里・牧田裕香・吉成沙

月・古舘雄輝・重成湖由妃

脳卒中ケアユニット入室中における患者体験
の実態について

SCU

谷本唯香

所属・研究者

スキルアップに関する外来看護師の意識調査

-外来看護師に求められる役割と学習基盤のある組織

づくりを目指して-

外来

佐藤幸恵・加藤郁恵
佐藤槇子・佐々木美香

学会名

第６０回全日本病院学会

退院後訪問を行った病棟看護師の体験
-急性期から退院した１事例を通して-

浅井静香

第６０回全日本病院学会

口腔ケアの質向上に向けた取り組み

-OAGの導入と口腔ケアチームの活動-

清水政孝・永井満里子・髙江洲亜利沙

前田孝則・本間美惠子

演題名/発表者

第１７回北海道病院学会

口腔ケアの質向上に向けた取り組み

-OAGの導入と口腔ケアチームの活動-

清水政孝・永井満里子・髙江洲亜利沙

前田孝則・本間美惠子

第１７回北海道病院学会

地域包括ケア病棟における内服自己管理への取り組み

-服薬能力判定試験（J‐RACT）を用いた評価と課題

中川原英恵・野呂麻珠・曽根瑞穂

第１７回北海道病院学会

地域包括ケア病棟における介護福祉士の
患者受け持ち導入の取り組み

清川智之・工藤友紀・須貝加津子・石山拓哉

第４９回日本看護学会
慢性期看護学術集会

パーキンソン病患者の服薬に関する認識

蓑口亜寿紗
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3．経営貢献 

１）脳卒中ケアユニット(SCU)18 床を看護配置 3 対 1

で維持。 

夜勤時間帯の看護配置を従来の看護師 3名から 4名

とし、介護福祉士や看護補助者らと共に夜勤時間帯の

安全な看護提供体制を整備した。 

 

4．継続看護の強化 

１）教育段階の各レベルに地域の視点を組み込んだ教

育を実施。病院看護師が病院にとどまらず、法人内の

老人保健施設、訪問看護ステーションでの看護を学ぶ

法人内看護出向研修を開始。組織全体で地域包括ケア

システム推進に貢献できる人材の育成に取り組んだ。 

研修は、3 名の看護師が出向し住み慣れた地域での生

活を支える看護の意義・役割、必要性を考える機会と

なった。参加者が研修で学んだ知識・技術を実践で活

かせることを期待したい。 

更に、病院内では、法人内訪問看護ステーションの看

護師と月 2 回 病院内でカンファレンスを実施。 

患者さんが安心して地域へ戻られるよう連携強化を

図った。 

地域看護研修プログラム 

 

【2019 年度の取組】 

 2019 年度の重点目標  

1．よりよい看護の為の働き方改革  

2．チームをリードする看護管理者育成  

3．経営貢献   

4．継続看護の強化 

 取り組みについては、以下である。 

 

1． よりよい看護の為の働き方改革 

１）質改善活動(小チーム活動)を継続して実施。看護

部のみの活動から他部門との協働取組チームもあり、

成果発表の場を設け、共有する機会とした。全 11 チ

ームの取り組みテーマは以下記載。 

 2019 年度 QC 成果発表 

 

 

2．チームの看護をリードする看護管理者育成 

1）本年は新たに 101 名が看護実践能力評価のクリニ

カルラダーレベル認定に挑戦。結果、87 名が認定され、

次のステップに進むこととなった。 

 

平成30年9月7日

【目的】 1.法人内において、急性期から在宅看護までの看護実践能力を備えた人材を育成する。

2.訪問看護や老人保健施設での実践研修により在宅看護を学び、退院後の療養を見据えた

　退院支援力、在宅療養支援能力を養う。

【目標】 1.在宅療養者・介護老人保健施設入所者及び家族の生活状況を理解し、その特性を述べる

　事ができる。

2.訪問看護ステーション又は、介護老人保健施設での活動を通して、提供している機関の

　システムと活動の特性を述べることができる。

3.医療、福祉サービス等の関連職種との連携の重要性を理解し、チームの一員として行動

　できる。

4.地域社会で生活する療養者及び家族の健康と生活に則した看護を実践できる。

5.研修終了後、学んだ知識と技術を生かし、所属ぶいょでの退院支援、在宅療養支援を

　実践することができる。

【研修場所】

１）訪問看護ステーション禎心会東　　

２）訪問看護ステーション禎心会北　

３）介護老人保健施設　ら・ぱーす　　

【期間】 １）２）平成30年10月1日～12月31日

３）　　平成30年10月1日～平成31年1月11日

【事前課題】

別紙の地域看護研修評価/体験チェックリストに自己課題を記載し、研修初日に持参する。

【事後課題】

事後レポート：提出期限は研修終了から1週間以内。

地域看護研修で、体験し学びえた事、新たな知見をA4　1枚に記載して所属長を通して、

看護部矢野へ提出。

事後レポートは研修施設管理者にも提出するため期限厳守のこと。

研修担当者：矢野

平成30年度　地域看護研修

テーマ

入退院受付における緊急入院手続き待ち時間
ZERO-スムーズな手続きをするために-

入退院支援室

菅原ゆかり・木村英恵

造影剤漏出時のフローチャート作成に取り組んで
外来

石尾由井

カテーテルアブレーションサラッと準備
救急

向山真理・長嶋梨花・三上加奈子

朝一番の手術準備に対する
効果的な取り組み

手術室

長塚麻実・小岩えりか・佐久間紳

長尾春菜・西山直美

治療オリエンテーションに動画を導入！
-前立腺癌患者の理解向上と業務効率の改善を図る-

陽子線治療センター

渡辺智子・森岡未来

時間外業務削減に向けた取り組み
-インスぺが生まれた日-

7階東病棟
竹部綾香・羽原光江・阿部舞子・三田

真琴・美濃佳奈子・堀内湖・古森若葉

吉田奈生

検査をスマートに

SCU・生理検査・放射線

成澤美樹・深井美沙・内海司昆

祥貴・小林亮太

5Sへの取り組み
-2019年まず3S目指して-

6階東病棟

工藤悦子・池上志穂・加古貴子

鋼製小物定数管理の取り組み
7階西病棟

石山拓哉

セクション・メンバー

看護計画共有率上昇を目指して
５階病棟

堀口舞・清水政孝

業務改善活動

６階西病棟

喜多喜恵子・米澤みゆき・瀬戸里奈

高橋幸由梨・小倉理華・姉崎理紗

Ⅰ 

13% 

Ⅱ 

35% 
Ⅲ 

28% 

Ⅳ 

5% 

未取得 

19% 

2019年度クリニカルラダー認定者数 

N=268 
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２）新人看護師教育は、院内で延べ 472 名、現任教育

プログラムにある研修への参加者は延べ 371 名参加

した。院外への研修は、看護協会主催研修 47 名、他

33 名の計 80 名が参加した。 

３）病院での特定行為に係る看護師の教育に関して、

推進するプロジェクトチームを立ち上げ、取り組みを

進めていった。2019 年 12 月に厚生局に申請、翌 2 月

に研修施設としての認可を受けた。 

４）看護管理者の育成強化に向けて、日本看護協会か

ら出されている「病院看護管理者のマネジメントラダ

ー 日本看護協会版」を基に、看護管理者のマネジメ

ントラダーを作成した。看護管理者の計画的かつ段階

的に育成するための指標として活用する予定である。 

札幌禎心会病院マネジメントラダー6 つの能力の定義 

 

 

5）学会・研修会・研究 

研究発表（院外） 10 演題 

 

3．経営貢献 

 脳卒中ケアユニット(SCU)を増床し 21 床とした。 

脳卒中救急搬入件数の増加もあり、今後も増床に向け、

調整をしていきたい。 

また、5 階病棟の中で救急に対応するチームを設けて

いたが、11 月に新たに救急部門として独立させた。 

地域住民のスムーズな救急受診に対応する専門チー

ムとして、より専門性を高めていきたい。 

 患者満足度に大きく影響する看護職員満足度向上

を図る目的にて、看護業務調査、働きやすさに関する

調査を実施。 

看護業務では全国に比して直接看護が高値であった。

働きやすさの全項目平均も全国平均を上回る結果で

あった。看護師の定着を促進していくために業務の改

善にさらに取組をしていきたい 

 

4．継続看護の強化 

本年も法人内の老健、訪問看護ステーションでの看

護を学ぶ、法人内看護出向を開始。在宅看護を学び、

退院後の療養を見据えた退院支援力、在宅療養支援を

養うことを目的に 2 名が老健、訪問看護ステーション

に 3 ヵ月出向した。参加者は「生活者」として入所者

や利用者、家族を捉え、その生活状況及び生活を支え

る各職種の役割や連携の重要性を学びえていた。 

また、訪問看護ステーションと共同による新人訪問

看護師の育成を開始。病院と訪問看護共同での研修、

支援を実施。 

地域で看護師する人材育成についは、継続し、さらに

法人内にとどまらず地域施設との協働による人材育

成へと進めていきたい。 

出向による地域研修の様子 

 

 

 

 

能　　力 定　　義

組織管理能力 組織の方針を実現するために資源を活用し、看護組織をつくる力

質管理能力 患者の生命と生活、尊厳を尊重し、看護の質を組織として保証する力

人材育成能力 将来を見据えて看護人材を組織的に育成、支援する力

危機管理能力
予測されるリスクを回避し、安全を確保するとともに、危機的状況に
陥った際に影響力を最小限に抑える力

対人関係能力 組織を活性化するため良好な人間関係を築く事ができる力

創造する能力
幅広い視野から組織の方向性を見出し、これまでにない新たな物を作
り出そうと挑戦する力

学会名

第50回日本看護学会慢性期看
護学術集会

脳梗塞を発症した患者の健康管理に関連した
知識と実践内容

山崎春佳

第34回日本がん看護学会

放射線治療患者における
倦怠感の経時的変化

川瀬文香

第10回ICNJ北海道支部研修会

ICD-9-CM分類CRANの清潔創手術における予
防抗菌薬術中追加投与の有効性について

前田孝則

第46回日本脳神経外科
看護研究学会

深部静脈血栓症発症予測因子の検討

黒澤侑司

第61回全日本病院学会

卒後2年目看護師が直面している看護実践能力
の現状と課題

宇波春樹

日本手術看護学会

手術室内集合研修プログラムを受けた
新人看護師の思い

越野明佳・長尾春菜

第18回北海道病院学会

卒後2年目看護師が直面している看護実践能力
の現状と課題

宇波春樹

第18回北海道病院学会

B病棟における看護師のタッチングの
実施状況とその背景

伊藤麻里・牧田裕香・吉成沙月
古舘雄輝・重成湖由妃

演題名/発表者

日本脳神経看護研究学会
北海道地方部会研究発表

A病院深部静脈血栓スクリーニングによる評価と
深部静脈血栓発症の現状

黒澤侑司・清水政孝

第18回北海道病院学会

消化器特殊体位の習得・実践への取り組み
-患者の身体的負担軽減を目指して-

坂井あずさ
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【部署の特徴・方針】 

・SCU（脳卒中ケアユニット） 

SCU は 21 床あり、対象疾患である脳卒中の急性期

治療に特化した看護を提供しています。倫理的配慮、

患者・家族の立場に立った看護を大切にしています。

また、患者・家族が生活の再構築ができるよう、多職

種と共により良いチーム医療の提供に励んでいます。 

  

 

・５階病棟（脳外科急性期病棟） 

 主に脳神経外科疾患の術前・術後の看護を提供して

います。非常に難易度の高い手術を行っているため、

医師や多職種と協働し、最善の医療を提供できるよう

看護師も専門性を高めています。 

  

・６階東病棟（頭頸部外科、脊椎センター・放射線治

療科など） 

 ６階東病棟はがん患者さんの入院病棟として開設

された病棟です。主に頭頸部のがん患者さん、脊椎疾

患の手術前後の急性期看護を提供しています。 

がん治療においてはチーム医療が非常に大事です。

医師、薬剤師、がん看護専門看護師、認定看護師、リ

ハビリ、栄養科、MSW 等との連携を大事にしていま

す。患者さん一人一人を尊重した看護の提供を目指し

ています。 

 

・６階西病棟（消化器外科、内科、ペイン、泌尿器科） 

 ６階西病棟は、今後更に増加することが予測される

がん患者さんの入院病棟として開設した病棟です。 

患者さんの思いにそった看護の提供を目指していま

す。がん化学療法認定看護師の支援もあり、スタッフ

一同、日々学習です。 

 

・７階東病棟（循環器内科、心臓血管外科、形成外科） 

 ７階東病棟は循環器、心臓血管外科、形成外科の病

棟です。検査や治療が安心、安全に行われるよう患者

さんのニーズをしっかり把握し、援助を行っています。 

また、患者さんや家族の思いを尊重し、早期社会復帰

が可能となるよう医師、看護師、リハビリ、MSW な

ど多職種と連携をとりチーム医療を実践しています。 

  

・７階西病棟(地域包括ケア病棟) 

 ７階西病棟は、地域包括ケア病棟です。患者さんが

退院後も、安心して住み慣れた地域での生活が可能と

なるよう、生活の支援者として十分に役割を発揮でき

るよう多職種で協働しています。 

  

・外来 

 病院の２・３階は外来フロアになっています、脳神

経外科、循環器内科、消化器外科外来をはじめ、専門

外来（物忘れ、不整脈、膠原病、脊椎、めまい）、内

視鏡など、様々な患者さんに対応できるようになりま

した。外来看護師として、患者さんが安心して検査・

治療を受けられるよう、患者さんのニーズを把握し、

思いやりのある看護提供を目指しています。 
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・手術室 

 手術室は７室あり、脳神経外科を筆頭に年間９００

件以上の多様な手術対応を行っています。確かな技術

を身につけていきたいと全スタッフレベルアップに

取り組んでいます。安心できる、話しやすいチーム内

の雰囲気も手術室の大事にしているところです。 

 

 

 

 

 

 

・化学療法室 

 当院は２８床の化学療法室があり、皮膚排泄認定看

護師、がん化学療法認定看護師が安全・安心できる治

療・ケア提供をしています。医師、薬剤師らと協働で

患者さん、地域のニーズに応えていきたいと思ってい

ます。 

 

・陽子線治療センター 

 新病院開設時に最新リニアックでの治療を開始し

ました。２０１７年には北海道民間病院初の陽子線治

療も開始となりました。4 名の専従スタッフが、医師、

技師らと協働しています。患者さん個別のニーズを把

握し、QOL の維持に努め、安心いただけるような看

護提供を目指していきます。 

 

・地域医療支援センター 

 病院にある地域医療支援センターに看護部から看

護科長、係長、看護師を配置しています。入院前から

必要な情報提供、ニーズを把握し、看護の継続を図る

重要なセクションです。 

 退院調整・支援機能も持ち、患者さんが安心して住

み慣れた地域へ帰れるよう支援しています。 
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【概  要】 

 患者、来訪者、医療従事者、施設、環境を対象に、

感染に対するリスクを最小限に抑えるため組織横断

的に活動している部署 
  

【業務内容】 

 多職種から構成される ICT（感染制御チーム）は、

感染症や薬剤耐性（AMR）微生物の院内感染を防止す

る為活動している。 

 2018 年度からは、ICT から独立した AST（抗菌薬

適正使用支援チーム）が発足され、AMR 微生物を発

生・蔓延させる原因となりうる抗菌薬の不適正な使用

を適正に管理・支援するための活動を行っている。 

法人関連施設の感染症対策に関わる相談や、研修会講

師等も受け、法人全体の感染防止対策が向上するよう

活動している。 
 

【2018 年度の取組】 

2018 年度の活動 

項目 具体的内容 

サーベイランス ・SSI・UTI 

・針刺し・粘膜汚染 

・手指消毒薬使用状況 

環境ラウンド 感染防止の視点で各部署の環境

を確認 

耐性菌・抗菌薬 

ラウンド 

・耐性菌・感染症の発生状況把握 

・感染症レポートの作成 

・抗菌薬使用状況のモニタリング

と適正使用支援 

・アンチバイオグラム作成 

・血液培養採取に関するモニタリ

ング 

教育 ・院内感染対策研修 

・広報の発行 

・各部署での研修開催 

・委託業者研修 

・新入職員研修（新人・既卒） 

マニュアル 定期的な見直し 

医療材料 ・定期的な見直し 

・医療材料の洗浄消毒滅菌方法の

検討 

地域連携 ・連携施設とのカンファレンス 

・連携施設との相互査察 

サーベイランス 

 

教育：広報の発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度は、耐性菌によるアウトブレイクの発生なく

経過した。MRSAは、5月に分離率の増加が見られたが、

持込みによる件数が多かった為と考える。 

また、3月には特殊な耐性を示す緑膿菌が検出され、

調査報告を行っている。 

次年度も、兆候が見られた際には、早期に対応出来る

様 ICT内だけでなく、現場スタッフとの連携もとりな

がら観察を続けていく 

 

【部署の特徴・方針】 

 主に、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師からな

る感染制御チーム（以下 ICT）、抗菌薬適正使用支援

チーム（AST）で活動している。ICT が病院内の感染

防止対策を担い、AST が抗菌薬の適正使用についての

役割を担っている。 

各部署には感染防止対策の役割を担うリンクスタ

ッフがおり、ICT と連携し部署内での役割モデルとし

て活動している。 

 

【今後の目標】 

感染症拡大防止へ向け、病院内で発生する感染症

状況の把握や防止対策の改善に努める。病院職員全

員が、同じように感染防止対策を実施できるよう活

動していく 

MRSA 分離状況 

分離患者数 98 件 

分離率(MRSA 分離患者数/検体提出患者数

×100) 

7.3% 

血液曝露発生件数 

針刺し・切創 14 件 

粘膜曝露 9 件 

医療安全管理部 

感染防止対策室 
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【2019 年度の取組】 

2019 年度の活動 

項目 具体的内容 

サーベイランス ・SSI・UTI 

・針刺し・粘膜汚染 

・手指消毒薬使用状況 

環境ラウンド 感染防止の視点で各部署の環境

を確認 

耐性菌・抗菌薬 

ラウンド 

・耐性菌・感染症の発生状況把握 

・感染症レポートの作成 

・抗菌薬使用状況のモニタリング

と適正使用支援 

・アンチバイオグラム作成 

・血液培養採取に関するモニタリ

ング 

教育 ・院内感染対策研修 

・広報の発行 

・各部署での研修開催 

・委託業者研修 

・新入職員研修（新人・既卒） 

マニュアル ・新型コロナウイルス感染症防止

対策 

・定期的な見直し 

医療材料 ・定期的な見直し 

・医療材料の洗浄消毒滅菌方法の

検討 

地域連携 ・連携施設とのカンファレンス 

・連携施設との相互査察 

 

サーベイランス 

2019度は、耐性菌によるアウトブレイクの発生がな

く目標達成された。 

MRSAは、4月、8月、9月に分離率の増加見られた。

しかし平均値より低く、発生状況も持込みや元々持っ

ている為の発生であった。 

院内感染と考えられる発生も少なからずある事から、

次年度も、早期に対応出来る様 ICT内の連携をとりな

がら観察を続けていく必要がある 

 1月には、新興感染症である新型コロナウイルス感

染症が発生し、感染防止対策の強化が必要とされた。

院内の体制を整備すると共に、全職員の手指消毒や防

護具の正しい着脱などより正しい標準予防策の実施

が必要とされ指導を行った。 

針刺し件数に関して、針の誤分別により針刺しをす

る事例が発生した。病院内で従事する職員全員が安全

に勤務できるよう早急にゴミ分別の方法等について

分析・改善を図る必要があり対策を行った。 

 

 

【部署の特徴・方針】 

 主に、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師からな

る感染制御チーム（以下 ICT）、抗菌薬適正使用支援

チーム（AST）で活動している。ICT が病院内の感染

防止対策を担い、AST が抗菌薬の適正使用についての

役割を担っている。 

各部署には感染防止対策の役割を担うリンクスタ

ッフがおり、ICT と連携し部署内での役割モデルとし

て活動している。 

 

【今後の目標】 

年度末には、新興感染症である新型コロナウイルス

感染症が発生し、より厳重な対策が必要とされている。 

病院内での感染拡大防止に向け、対策を講じていく必

要がある。 

感染防止対策の基本は、標準予防策であり、中でも

手指衛生が重要な対策となる。 

医療従事者全員が、必要なタイミングで手指衛生を

実施できるようまた、その他の標準予防策が効果的に

実施できるよう指導していく必要がある 

 

 

MRSA 分離状況 

分離患者数 77 件 

分離率(MRSA 分離患者数/検体提出患者数

×100) 

5.7% 

血液曝露発生件数 

針刺し・切創 10 件 

粘膜曝露 4 件 

34 感染防止対策室 
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【概  要】 

 医療安全管理部は、患者に安全な医療サービスを提

供するとともに、職員や病院に係る全ての人の安全を

考え活動する部門です。 

医療安全対策室は、安全に関する情報の収集、分析、

対策、評価を通じ、医療の質向上のためのマネジメン

トを行います。また、安全の視点からの職員の教育・

研修・指導を実施しています。  

 

【業務内容】 

 MRM委員会／事故分析委員会の運営 

 上記委員会、看護部安全推進委員会との連携し、ヒ

ヤリハット事例の分析・対策の実施、職員への周

知、評価の実施 

 医療安全に関する組織体制整備に関する業務 

 医療安全に関する情報収集 

 ヒヤリハット・事故報告の収集・分析・対策（初期

対策）の実施と記録、その後の評価 

 各部署セーフティマネージャーへの支援 

 全職員に対する安全教育の推進・実施・評価 

 医療事故発生時の対応 

 患者・家族等からの医療安全に関する相談への対応 

 

【2018・2019年度の取組】 

 2018 年度は、新しい取り組みとして、栄養科と放

射線部対象に、くり返し同じ内容でパトロールを実施

しました。栄養科は、食物アレルギーのある患者への

対応ルールが実践されているかについて、5.7.9 月に

パトロールを実施、食物アレルギーへの対応チェック

リストを用いて実践していました。しかし、確認した

者のサインが抜けていることがありました。食物を触

る間にペンを持つことに対する抵抗感が、守れないこ

とに繋がっていることが分かりました。ペンを触った

後に手洗いすることや患者がアレルゲンを摂取した

時に大きな影響が出る可能性があることを周知しま

した。 放射線部は、MRI撮影の直前に磁性体の持ち

込み等の確認を実践しているかについて実施しまし

た。ルール通りに行われており、他職種によるチェッ

ク漏れや記載間違い等を発見でき、安全な MRI 撮影

に繋げられていました。 

 中堅職員対象の研修を分析手法 Im SAFER（アイム 

セーファー）を用いた事例の分析実践を取り入れまし

た。参加者へのアンケートで、事例を分析する必要性

の理解は理解した・まあまあ理解したが 91.6％でした。

しかし、分析手法の理解は、理解を示した回答が

52.2％、あまり理解できなかった・理解できなかった

が、47.8％でした。理解できなかった要因は、時間が

短いため、十分に理解できなかったという意見が多く

挙げられていました。内容の割に時間設定が短かった

ことや事前に資料を配付すると良いなど、次回の開催

に繋げられる意見がありました。中堅職員が、自部署

での事例を分析し、対策を実践することは、職場安全

の実現に大きな影響を与えると考えています。今回の

経験を次年度以降に活かし、安全な職場の実現に向け

て継続して取り組みたいと考えています。 

 

【2018年度報告】 

 ヒヤリハット報告総数は、1853 件で、事例数は、

1782件でした。月平均 155.4件の報告数でした。 

 

 報告部署は、例年看護部が一番多く全体の 76.3%

でした。 

 今年度は、放射線部からの報告が 231 件で、前年

度より 10ポイント増加しました。 
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 影響度別では、レベル 0の報告が、全体の 20.7％

で、レベル 3bの事故が 9事例ありました。 

 

 

 

【2019年度報告】 

 ヒヤリハット報告総数は、1910件で、事例数は、

1851件でした。月平均 159.2件の報告数でした。 

 

 

 

 

 報告部署は、看護部が一番多いのは変わりませんが、

昨年度より 6ポイント減で、全体の 70.3%でした。 

 今年度も放射線部からの報告が 298 件と部署とし

て 2番目に多い報告数でした。 

 今年度報告数が増えた部署が多くありました。 

リハビリテーション部と臨床検査部は、昨年度より

1.2 ポイント増加しました。臨床工学科は、0.4 ポ

イント増加しました。 

 

 

 影響度別では、レベル 0の報告が、全体の 18.1％

でした。 

 当院ではレベル 3b～5 を医療事故と定義してい

ます。2019年度は、10事例ありました。 

 

 

【今後の目標】 

 事例に基づくカンファレンスを継続して行い、職

員の皆さんが安全な職場を作っていることを実

感できるよう活動していきます。活動を通して、

患者さんが安心して医療、ケアを受けられるよう

貢献します。 

28 

1413 

49 

231 

43 

60 

7 

15 

6 

1 

0 500 1000 1500

診療部 

看護部 

リハビリテーション部 

放射線部 

薬剤科 

臨床検査科 

臨床工学科 

栄養科 

医事課 

地域医療連携室 

2018年度部署別報告数 

13 

9 

41 

127 

1162 

501 

0 500 1000 1500

不明 

3b

3a

2

1

0

レベル別報告数 

136 
159 147 

186 169 167 
137 

181 168 155 147 158 

132 
152 

137 

180 
167 159 

134 

178 

153 149 145 
155 

0

50

100

150

200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2019年度月別数 報告数 

事例数 

23 

1344 

72 

298 

45 

77 

14 

22 

15 

0 

0 500 1000 1500

診療部 

看護部 

リハビリテーション部 

放射線部 

薬剤科 

臨床検査科 

臨床工学科 

栄養科 

医事課 

地域医療連携室 

2019年度報告数 

16 

3 

10 

51 

143 

1226 

461 

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

不明 

レベル5 

レベル3b 

レベル3a 

レベル2 

レベル1 

レベル0 

レベル別報告数 

57 医療安全対策



 

 

 

 

【概  要】 

 様々な職種と協働しながら、褥瘡の予防ケアや治療

を中心に行う委員会で、院内褥瘡発生率の低下を目指

して活動している。 

  

【業務内容】 

 院内で発生した褥瘡や、褥瘡をもって入院してくる

患者、褥瘡発生リスクの高い患者の把握をし、病棟の

看護師とともに褥瘡の予防や治療に必要な対策の検

討と実施・指導を行っている。 

1 回／週の多職種による褥瘡回診と、1 回／月の会議

を行い、回診日以外にも、褥瘡ケアについての相談が

できる体制をとっている。 

創処置に関わる指導、マットレスの種類やポジショニ

ング、ケア方法に関する医療従事者・患者・家族から

の相談を受け、指導などを行っている。 

その他に、マニュアル作成や 法人関連施設からの相

談や、研修会講師等も受け、法人全体のケアが向上す

るよう活動している。 

【2018年度の取組】 

褥瘡発生件数 

院内発生 64件 

院外発生 38件 

褥瘡発生率  

褥瘡発生率 0.07％ 

推定褥瘡発生率 1.62％ 

褥瘡有病率 2.23％ 

 

 

院内勉強会の開催 

日時 テーマ 参加者 

4月 スキンケアと褥瘡予防 新人看護職員 

11月 スキン-テアの概要と対策 全職員 

12月 創傷における感染管理 全職員 

12月 創傷管理 新人看護職員 

 

【2019年度の取組】 

褥瘡発生件数 

院内発生 72件 

院外発生 67件 

褥瘡発生率  

褥瘡発生率 0.08％ 

推定褥瘡発生率 1.12％ 

褥瘡有病率 2.66％ 

 

院内勉強会の開催 

日時 テーマ 参加者 

4月 スキンケアと褥瘡予防 新人看護職員 

11月 スキン-テアの概要と対策 全職員 

12月 創傷における感染管理 全職員 

 

 院内褥瘡発生率の低下を目指し、褥瘡回診以外に、

褥瘡ケアについて検討するカンファレンスと、褥瘡対

策チームによるポジショニング勉強会を行っている。 

カンファレンスでは、各部署で困っている褥瘡ケアに

ついてテーマを選択し、病棟のスタッフとともにケア

の検討を行った。 

医療安全管理部 

褥瘡対策委員会 
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勉強会では、各病棟の委員と他部署の委員が協力し、

ポジショニングについての実技演習を行った。 

その他の活動では、褥瘡患者の栄養管理を NST(栄養

サポートチーム)と協働して行ったり、拘縮などにより

ポジショニングの検討が必要な場合には、褥瘡委員メ

ンバーの理学療法士や作業療法士が中心となって行

っている。 

活動により、褥瘡対策に対する課題なども明確になっ

ているため、今後も継続して活動していきたい。 

【参加研修会・学会・勉強会】 

日本褥瘡学会 

日本創傷・オストミー・失禁管理学会 

  

【部署の特徴・方針】 

 主に、医師・看護師・薬剤師・療法士・管理栄養士・

診療情報管理士をはじめとする多職種で活動し、最善

のケアが提供されるようカンファレンスし、実践に繋

げている。 

各部署にはリンクナースが配置され、部署内の褥瘡ケ

アのリーダーとして活動している。 

データ－の管理については、診療情報管理士が中心と

なり行っている。 

 

【今後の目標】 

 院内褥瘡発生率の低下に向けて、多職種で協働して

褥瘡予防対策に取り組んでいく。 

今後は、院内だけでなく、法人内の施設とも連携をと

りながら取り組んでいきたい。 
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【概  要】 

 薬剤部は、医師・看護師等医療スタッフとともに医

療チームの一員として、多様化する高度な医療を支え、

安全・安心で効率的な薬物療法を提供するため、医薬

品の適正使用・適正管理に努めております。特に、入

院中の患者さまには服用単位での薬の管理、注射薬の

セット・調製を行い、安心できる薬物治療に寄与して

います。 

 

 【業務内容】 

調剤、注射調剤、無菌製剤調製、抗がん剤調製、院内

製剤、薬品管理、麻薬管理、治験薬管理、医薬品情報

管理、病棟業務（病棟薬剤業務・薬剤管理指導業務） 

チーム医療（感染対策・栄養サポート・がん化学療法・

緩和ケア・褥瘡対策・排尿ケア等） 

 

【2018・19年度の取組】 

 薬剤師の病棟での活動を強化し、特に薬剤管理指導

業務を積極的に行うことで、薬剤師がベッドサイドに

行く機会が増え、服薬アドヒアランスの向上に寄与し

た。また、医師の負担軽減について、新しい PBPMを

導入（がん患者の外用薬使用）・協働入力の充実等、

タスクシフト・タスクシェアを積極的に行い、大きく

寄与できた。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

全日本病院学会 

日本緩和医療薬学会 

日本医療薬学会 

日本臨床腫瘍薬学会 

日本化学療法学会 

北海道病院学会 

北海道薬学大会 

 

【学会発表】 

2018/5/13 第 65回北海道薬学大会 

「がん化学療法における病院・薬局間の患者情報の共

有」 

 尾崎 良輔 

2018/5/26 第 12回緩和医療薬学会年会 

「オキシコドン持続静注（PCA）で疼痛コントロール

ができた 1例」 

 石成 凌 

2018/7/7 第 17回北海道病院学会 

「医師との協働による SSI 予防抗菌薬マニュアルの

作成効果」 

 清水 勇基 

2018/10/6 第 60回全日本病院学会 

「札幌禎心会病院における脂肪乳剤の使用状況調査

と今後の課題」 

 川上 麻衣子 

2018/10/27 第 23回札病薬会員発表会 

「当院における新人薬剤師が早期から病棟薬剤業務

に従事する実態」 

 北田 衛 

2018/11/23 第 28回日本医療薬学会 

「抗菌薬適正使用支援チームにおける薬剤師の関わ

り」 

 岡野 翔 

2019/2/2 第 39回札幌市病院学会 

「消化管出血にて入院した患者の薬剤使用状況」 

 奥村 美佑 

2019/5/19 第 66回北海道薬学大会 

「札幌禎心会病院におけるナルテメジントシル酸塩

の使用状況調査」 

 鍋城 竣 

「ケイセントラ静注用の適正使用と投与量換算表の

運用」 

 山田 哲也 

2019/7/6 第 18回北海道病院学会 

「札幌禎心会病院におけるナルテメジントシル酸塩

の使用状況調査」 

 鍋城 竣 

「ワルファリン管理に際するPT-INRを用いた調剤室

での運用」 

 梅原 さくら 

 

 

薬剤部 
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2019/9/28 第 61回全日本病院学会 

「薬剤総合調製加算の算定状況とポリファーマシー

解消にむけた課題」 

 北田 衛 

2019/11/9 第 24回札病薬会員発表会 

「トルバプタン新規導入時における電解質モニタリ

ングと投与状況」 

 柴田 香奈 

 

【部署の特徴・方針】 

 「薬剤師は薬の専門家」と言われておりますが、患

者様の背景に応じた薬物治療に貢献していくために

は、多忙な日常業務をこなすだけではなく、専門的な

知識の習得が必要です。そのためには日々の努力が必

要不可欠と言えます。薬剤部では、新人教育にプリセ

プター制度の導入・学会や研修会に積極的に参加でき

るようなフォローアップ体制等、一人前の臨床薬剤師

として成長できるような環境作りを大切にしており

ます。また、各種認定薬剤師が在籍し、専門性の高い

薬物治療へ寄与するのは勿論のこと、他職種への指

導・教育も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の目標】 

・外来化学療法加算及びポリファーマシーの取り組み

の推進 

・薬剤管理指導・病棟薬剤業務実施加算の推進 

・医薬品の在庫管理の徹底 

・チーム医療の推進 

・更なるタスクシフト・タスクシェアの検討と実践 

・人材育成と強化 
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【概  要】 

 放射線部は最新の検査・治療機器と専用の画像処理

コンピュータを使用し、患者さんが安心して検査・治

療を受けていただくために放射線診断用画像の撮影

や手術支援画像の作成を日頃の研鑚を通して病態に

合った検査・放射線治療を心がけています。 

又、放射線被ばく管理、放射線機器管理を日々行い患

者さんに対して安全な検査・放射線治療が行える管理

を行っています。 

  

【業務内容】 

 

 一般撮影 

 ＣＴ検査 

 ＭＲＩ検査 

 血管撮影検査 

 Ｘ線ＴＶ検査 

 外科用イメージ 

 マンモグラフィー検査 

 核医学検査 

 放射線治療 

  

【2018・2019年度の取組】 

 

 救急医療の拡大において、夜間当直帯での血管撮影

検査・Ⅹ線ＴＶ検査・ＩＶＲ（血管内治療）検査の増

加が予想される事から当直者による対応技師の増加

のため引き続きその指導に重点をおきました。 

健診センター開設に伴いマンモグラフィー・胃バリウ

ム検査等の対応の為、撮影対応技師及び認定技師の育

成を行いました。（消化器がん健診認定技師１名、マ

ンモグラフィー認定技師２名） 

ＭＲＩにおいては２０１８年８月に３Ｔ－ＭＲＩ装

置が新たに導入され３台のＭＲＩ装置が稼働しまし

た。検査の迅速な対応を可能としそれに伴いより高度

な知識を持つスタッフの養成を行いました。 

（磁気共鳴専門技術者１名） 

                                          

学会・研修会参加に関しては学会・研究会発表題 研

修会参加とそれぞれのスタッフが知識と技術の研鑚

に励んでいます。 

                                                                              

   

      ３Ｔ ＭＲＩ装置 

 

       血管撮影検査 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

日本診療放射線技師学会 

日本放射線技術学会 

日本磁気共鳴医学会 

日本医療情報技師学会 

日本消化器がん検診学会 

日本核医学学会 

日本放射線腫瘍学会 

日本医学物理学会 

北海道放射線技師会 

北海道放射線技術学会 

放射線部 

放射線診断技術科・放射線治療技術科 
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 【学会発表】 

  

 2018/10/4   

第４６回日本放射線技術学会秋季学術大会 

「頭部における3D SPACE-constant法を用いたT2W

コントラストの基礎的検討」   

                 石川 剛 

 2018/10/6   

 全日本病院学会 

  「動脈瘤術前４ＤＣＴＡにおける軌道同期   

サブトラクション法を用いた撮影条件の検討」 

                 石川 雅嵩 

2018/7/7  

北海道病院学会 

「急性期脳梗塞患者に対する MRI シークエンス

の検討」 

      松尾 栄治 

  

 2019/7/6  

北海道病院学会 

「救急検査における頭部 DWIの活用」 

                 三木 佑輔 

 

 

2019/7/6  

北海道病院学会 

「多層電離箱検出器（ジブラ）を用いた患者の 

線量ＱＡ」 

                 嶋中 雄希 

 

2019/10/17  

日本放射線技術学会秋季学術大会 

「陽子線スキャンニングビームにおける電離箱の

線量特性及び多層電離箱検出器を用いた患者の

線量評価」 

嶋中 雄希 

 

 

 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

 

 放射線を扱う様々なモダリティー、様々な診療科の

検査・治療に対応できるように短期のローテーショ

ンを行いそれぞれの技師が様々な検査に対応でき

る体制を取っています。その中で専門的に興味を持

って対応できるモダリティーを個人個人が目標を

持ち学会等を通して日々の努力を行っています。 

当直体制をとっており２４時間救急患者を受け入

れるよう当直者は全ての検査機器を操作出来る様

に教育し体制を取っています。 

放射線治療においては、放射線治療品質管理士のも

と安全性と確実性を重視した高精度な治療を行っ

ています。 

放射線被ばく管理・放射線機器管理に関しては 

放射線管理士・放射線機器管理士により管理を 

行っております。 

またＰＡＣＳを含めた画像に関する管理は医療情

報技師が行っています。 
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【今後の目標】 

 

診断技術科では脳神経外科の業務においてＭＲＩ 

新規増設により新たな撮影シーケンスを用いた 

画像の理解を深め臨床に役立てるようにしたい。 

 診療科も増加し各科の様々な検査・治療に対応でき 

 るスタッフを養成していきたい。特に循環器内科・ 

心臓血管外科の業務（心カテ・ＰＣＩ・アブレーシ

ョン・ＥＶＡＲ・ＴＥＶＡＲ・ＰＴＡ・ＰＴＥ）に

対応できるスタッフを養成が急務であります。 

整形外科が開始され一般撮影業務が増加した。 

基本に戻って一般撮影業務にあたっていきたい 

新たに加わった新規スタッフに対しては 

当直業務を行えるように指導を行い土日夜間の救

急検査に対応できるようにしたい。 

治療技術科ではさらなる安全性と確実性を重視し

た高精度な放射線治療を行えるよう技術の向上に

努める。放射線治療専任加算の施設基準をクリアで

きるよう経験年数５年以上の技師の育成が必須と

なっているので長期の計画によって育成をおこな

いたい。 

治療技術科のスタッフによる診断技術科へのロー

テーション業務を継続的に行っていきたい。 

又、様々な認定技師の取得も目指していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       陽子線治療装置 
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【概  要】 

 診断の客観的根拠となる検査データを担当する。臨

床検査技師 18 名が所属し、それぞれの専門性を発揮

しながら生理検査、病理検査、輸血検査等を実施して

いる。検体検査については院内ブランチとして 24 時

間 365日稼働している。輸血部門として検査から製剤

管理まで一元的に関与する。各種学会活動や各種チー

ム医療に参画し、臨床検査を通して質の高い医療の提

供を行い、地域医療に貢献する。 

  

【業務内容】 

 検体採取（採血、採尿、穿刺介助等）、 

生理検査（脳波、誘発電位、誘発筋電図、術中モニタ

リング、心電図、ホルター心電図、トレッドミル、心

臓カテーテル、ABI、肺機能、聴力、眼底写真、熱画

像、超音波検査、めまい検査、骨密度検査等）、 

病理・細胞診検査、がん登録、 

輸血検査、輸血管理、 

精度管理、データ解析、統計データ作成 

 

【2018・2019年度の取組】 

 呼吸器内科、泌尿器科新設に伴い新規検査項目受託

を開始した。既設の診療科に於いても、従来の検査方

法の見直しに加え、随時、新規検査項目を導入し、診

断能の向上に貢献した。 各々の検査スキル向上のた

め学会認定資格の取得を推奨し、新たに認定技術師(術

中脳脊椎モニタリング分野)、認定心電図検査技師、心

血管インターベンション技師資格を各 1名ずつ取得し

た。研修・セミナーへの参加や学会発表を積極的に行

うとともに、部内研修・勉強会を定期的に行い知識・

技術の向上に努めた。臨床検査技師を増員し、検査業

務の立て直しを図った。2 年間で生理検査は約 4割増

し、外来採血は約 2割増となった。 

【参加研修会・学会・勉強会】 

日本臨床検査技師会、北海道臨床検査技師会、札幌

臨床検査技師会、日本超音波医学会、日本超音波検査

学会、日本臨床神経生理学会、日本神経生理検査研究

会、日本輸血細胞治療学会、日本臨床細胞学会、日本

糖尿病学会ほか 

 

【学会発表】 

 2018/10/20 第 92回 北海道医学検査学会 

  「前頭葉に発生した成人脳室外脈絡叢乳頭癌の 

一例」 

川中 早希  

 2018/10/20 第 92回 北海道医学検査学会 

  「上顎骨内額骨中心性明細胞型粘表皮癌の一例」 

              佐々木 敏洋 

 2018/12/16 第 26回 画論 

  「下咽頭癌術後再発放射線治療後皮膚潰瘍の一例」 

粟澤 麻美 

 2019/10/26 第 93回 北海道医学検査学会 

  「奇異性脳塞栓症が疑われた一例」 

小林 亮太 

 

【部署の特徴・方針】 

 迅速かつ正確な検査体制を維持していくために、積

極的に学会・勉強会などで知識と技術の向上に努める。 

 患者様と直接接する機会が多いこともあり、言葉遣

いや態度など接遇向上に力を入れる。 

 心カテ、緊急輸血に対応するよう 365 日 24 時間オ

ンコール体制をしている。 

 

【今後の目標】 

 各診療科の検査に対応すべく人員の確保および教

育を行うとともに、各々がスキルアップを目標とし自

己研鑽を積極的に行う。 

各診療科カンファレンスに参加し他部署との連携

を図りながら業務を行う。 

患者様に質の高い医療を提供することにつながる

よう部門全体で一丸となり日々邁進する。 

臨床検査部 
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【概  要】 

 リハビリテーション部は理学療法科、作業療法科、

言語療法科から構成されている．運動機能、高次脳機

能、言語機能、摂食・嚥下機能等の回復を目指し、さ

らには日常生活上の困難さ・不自由さの改善を目標に、

病気の発症間もない時期や手術後などの早期から、理

学療法士、作業療法士、言語聴覚士による治療を実施

している． 

算定疾患別リハビリテーション 

・脳血管疾患等リハビリテーション 

・運動器リハビリテーション 

・心大血管リハビリテーション 

・呼吸器リハビリテーション 

・がんのリハビリテーション 

 

 

【業務内容】 

理学療法科 

動作や歩行の分析・誘導による治療を基本とし、日常

生活動作の改善に努めている．筋力の改善、関節可動

域の拡大などの機能回復を行っている．急性期では早

期離床や日常生活動作の練習に取り組んでいる．亜急

性期では動作分析・誘導による治療を基本とし、患者

さん自身が気づき、修正できる治療を心がけ、基本動

作や日常生活動作能力の拡大に努めている． 

最も処方が多いのは脳神経外科領域の疾患であり、頭

頸部外科や消化器内科・外科での治療、治療予定の方、

循環器内科や心臓血管外科で治療中の方への理学療

法も実施している．また整形外科領域の処方も増加し

てきているところである． 

  

 

作業療法科 

日常生活動作(食事・整容・更衣・排泄・入浴)や日常

生活関連活動(家事動作・外出等)など様々な作業活動

を通じて、心身機能の回復、社会復帰を目指している．

病気を発症された直後から開始し、身体機能、高次脳

機能の治療に加え、当院退院後の生活を見据え、日常

生活動作や家事、仕事、自動車運転など様々な活動へ

の援助を行っている．また、脳動脈瘤等の手術を予定

されている方に手術前後の高次脳機能・身体機能の評

価を実施するとともに、もの忘れ専門外来を受診され

た方の高次脳機能評価（記憶力や注意力などの検査）

を実施している．疾患別リハビリは理学療法科と同様、

脳神経外科領域の処方が最も多い．患者さんのニード

に合わせ、がんのリハビリ、心大血管リハビリの実施 

も徐々に増えてきている． 

 

 

言語療法科 

脳血管障害などによる失語症・構音障害等のコミュニ

ケーション障害、高次脳機能障害の方への言語聴覚療

法や、嚥下障害(水分でむせる、肺炎を繰り返している、

飲み込みづらい等)への摂食機能療法、脳神経外科での

開頭手術の術前後評価等を実施している．摂食嚥下障

害については、VF(嚥下造影検査 )による評価や

NST(栄養サポートチーム)との協力のもと、安全に食

べられるよう訓練及び環境調整を行っている．また頭

頸部外科で治療中の方への摂食・嚥下、発声、構音、

リハビリテーション部 

理学療法科 作業療法科 言語療法科 
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頚部・顔面機能へのアプローチも継続して取り組んで

いる．加えて開頭術後の方や主に頭頸部外科疾患の放

射線治療、治療後の方の開口障害に対する評価やプロ

グラムの実施を行っている． 

 

【2018・2019 年度の取組】 

・急性期リハビリテーションの実践継続 

・病棟担当制の確立（各病棟の情報把握と目標設定の

サポート），SCU から一般床、地域包括ケア病棟との

シームレスな情報交換、目標設定 

・がん関連疾患へのリハビリテーション実施継続 

・循環器内科、心臓血管外科入院患者へのリハビリテ

ーション実施継続 

・整形外科疾患へのリハビリテーション処方への対応 

等 

 

 

 

【学会発表】 

2018.11.10 第 16 回日本神経理学療法学会学術大会 

「くも膜下出血術後における昇圧療法が早期離床に

与える影響」 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

・リハビリテーション室は３６５日開室し、急性期か

らリハビリテーションを開始する体制作りをしてい

る．多職種と連携し、早期離床、早期に日常生活活動

が向上できるよう病棟でのプログラムや活動も積極

的に取り組んでいる 

 

方針 

１ 最新のリハビリテーション医療のコンセプトを

導入しながら、発症（受傷）直後から早期に開始し、

急性期から亜急性期を中心にリハビリテーションを

実施する 

２ 在宅での生活の質向上を目標としてリハビリテ

ーションを展開し、地域の医療・介護・福祉機関と連

携を図りながら、地域住民の生活を支援する 

 

【今後の目標】 

多くの患者さんにリハビリテーションが提供でき

るよう体制を充実させ、今後もより一層、リハビリテ

ーション評価技術、治療技術を向上させ、患者さんと

の目標設定、リハビリプログラムの実践の質を高めて

いきたいと考える． 

また、処方が増えてきている整形外科、循環器内科、

心臓血管外科疾患の知見を深め、診療科医師と連携し

ながらリハビリテーションを実践していきたい． 

 

 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

疾患別リハビリ処方件数 

がんのリハビリ 

呼吸器リハビリ 

心大血管リハビリ 

運動器リハビリ 

廃用症候群ﾘﾊﾋﾞﾘ 

脳血管リハビリ 

67 リハビリテーション部 



 

 

 

 

【概  要】 

【概要】 

平成 28年 10月、地域医療支援センターは、「札幌禎

心会病院理念の下、患者様が安心して治療・療養生活

がおくれるよう地域の医療機関および介護・在宅関連

事業所との連携を強化し、切れ目のない医療を提供す

る。また、患者サービスの充実、地域への広報活動を

積極的に行い、選ばれる病院を目指す。」ことを目的と

して設置されました。 

センター内には、入退院支援室、連携室、医療相談

室、広報室、健診室があり、それぞれの機能を担って

います。 

 

<組織図> 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

・入院から退院までのシームレスな医療サービスの提

供、質の確保 

・総合的なアセスメントを通じての患者満足度向上 

・医療連携による経営の安定化 

・病院情報の一元管理による急性期医療の維持（重症

度・看護必要度、在院日数、稼働率） 

・看護業務のサポートによる看護師の生産性の向上（直

接看護業務の拡大） 

・広報活動による院内外への情報発信 

 以上の役割を果たすため、ぞれぞれの部署で連携を

図りながら、活動を行っている。 

 

【業務内容】 

<連携室> 

・紹介患者の受診調整（外来受診、検査依頼） 

・紹介元医療機関への受診及び入退院報告 

・医療連携に関する情報発信 

・院内案内（コンシェルジュ）サービスに関すること 

・稼働率の管理（病棟との連携） 

<入退院支援室> 

・患者の総合的なアセスメント 

・入院時、退院時の説明及び手続き 

・転院受け入れ及び転院依頼時の調整 

・入院支援、退院支援、退院調整、退院後支援 

・在宅、介護サービスとの連携 

・病床稼働率管理（病棟との連携） 

・入院予約調整 

<医療相談室> 

・医療費等経済的な問題についての相談 

・介護保険、社会福祉制度等についての相談 

・退院及び退院後の支援（在宅、施設訪問を含む） 

・病気、障害を抱えて生活することの不安についての

相談 

・在宅、介護サービスとの連携 

・退院調整と稼働率管理（病棟との連携） 

・セカンドオピニオン外来の対応 

<広報室> 

・広報紙の編集 

・ホームページの管理、更新 

・各種パンフレットの製作、DVDの企画、製作 

・プレスリリースの作成 

・各種広告の検討、掲出 

・講演会の企画、実施 

・テレビ取材のコーディネート、各種マスコミ対応 

地域医療支援センター  

連携室・入退院支援室・医療相談室・広報室・健診室 
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・学会、研究会開催のサポート 

・各種写真撮影など 

<健診室> 

・健康診断、ドック、保健指導 

 

【2018年度の取組】 

・リハビリ職だけではなく看護師による退院前訪問・

退院後訪問指導を増加させるため、現場に仕組みの

周知をすすめました。 

・退院時紹介元医療機関への返書率を出した。今後、

データを分析し紹介元への返書率 100％をめざし、

返書システムの検討をすすめる事を目標としました。 

・医療講演会は月平均 9.5回行い、今後も継続してい

く。また、地域包括支援センターと協力し、認知症

サポーター養成講座と介護相談会を実施しました。 

・健診センターは、健診数が前年度 25％増加する。又、

結果票の見直しを行い診断結果の迅速化を図りまし

た。 

・開放病床の稼働率を上げる事、顔の見えるつながり

を強化していく事を目的に、医療・介護施設への訪

問を積極的に行いました。                                    

 

【2019年度の取組】 

・地域医療機関との連携強化の目的で、返書率アップ・

開放病床の受け入れシステムの見直しに取り組みま

した。 

・開放病床のスムーズな受け入れのため、地域医療支

援センターとして、スタッフ全員が統一した対応が

可能となるよう、システムの検討を行いました。 

・退院支援に関しては、診療報酬改定に基づいて、介

入を要するケースの見落としを防ぐ目的で、スクリ

ーニング項目の見直しを実施。8/1から新スクリーニ

ング稼働、1/1 から SCU/5 病棟の退院支援カンファ

レンスを週 1回⇒週 5回へ変更し運用を開始。結果、

介入割合が月平均 26％→33％へアップし、より多く

のケースに介入することが出来ています。 

・診療科の拡大に伴い、入院オリエンテーションの実

施件数も増。患者に対するオリエンテーションの満

足度調査を実施するため、調査内容の実施等を行い

ました。 

・地域医療機関や介護施設への訪問を継続して行って

おり、年間 108 年、月平均 9 件。コロナウイルスの

影響で 3 月から訪問を自粛しており、件数が伸びま

せんでした。 

・総合機能評価加算の算定については、新システムの

運用を 8月より開始しました。 

・入院病床の効率的な利用を目標として、4月～病棟科

長と週 1 回のベッド会議開催。7 東病棟・地域包括

ケア病棟の病棟運営会議の参加。8月入院の長期化に

ついてデータ分析・9月病床運営会議での報告を実践

しました。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

全日本病院学会 

北海道病院学会 

北海道医療ソーシャルワーク学会 

退院支援アクティブミーティング 

東区医療介護ネットワーク・退院支援看護師会 

北海道病院協会研修会 

北海道相談員スキルアップ研修 

救急認定ソーシャルワーカー認定研修 

日本 HIS研究センター(法人会員) 

 

【学会発表】 

2019年度 

研修・学会参加述べ 37名、学会論文投稿 1名 

 

【今後の目標】 

2020年度は地域医療機関、介護事業所等福祉機関と

の連携推進と拡大を重点目標としていく。 

<具体策> 

・開放病床の拡大 

・健診事業の拡大 

・地域包括支援センターと協業し予防事業の実施 

・医療講演会の推進と診療情報発信 

・看護添書返書システムの確立 

・退院前訪問、退院後訪問指導の増加 

・「入院時支援」システム確立と実施 

・入院時カンファレンス実施システム構築、退院前カ

ンファレンスの実施 
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【概  要】 

 臨床工学技士（Clinical Engineer：CE）とは、昭

和 62 年 5 月に制定された「臨床工学技士法」に基づ

く医学と工学の両面を兼ね備えた国家資格です。 

臨床工学技士は医師の指示の下に、生命維持管理装

置の操作及び保守点検を行う事を業とする医療機器

の専門医療職種です。 

医師や看護師などとともに医療機器を用いたチー

ム医療の一員として生命維持をサポートしています。 

 ※生命維持管理装置とは、人の呼吸、循環又は代謝

の一部を代替し、又は補助する装置です。 

 

【業務内容】 

 臨床工学技士の業務として、「呼吸治療」「人工心肺」

「血液浄化」「手術領域」「心・血管カテーテル」「高

気圧酸素治療」「ペースメーカ」「保守点検関連」業務

があります。 

医療機器保守管理業務では、院内すべての医療機器

が対象となります。各臨床業務についても手術室だけ

ではなく、血管造影室や内視鏡センターでも全ての症

例で関わっています。 

外来から病棟、各種検査・治療室から手術室まで多

くのエリアそして全ての診療科に関わり、院内すべて

の職員と連携を取り日々業務をしております。 

  

【2018・2019年度の取組】 

 部門内で医療機器担当者を配置し、医療機器の安全

確保と有効性維持のため、保守点検に関して強化しま

した。 

臨床業務については、体外循環、血液浄化、血管造

影検査、血管内治療、内視鏡検査・治療、高気圧酸素

治療等に関わっており、件数は増加しています。 

また医師や看護師等の職員に対しての勉強会を開

催し、医療機器であれば導入時および定期研修、臨床

業務関連についても知識・技術向上のために定期的に

行っています。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

主な所属学会 

・日本臨床工学技士会 

・北海道臨床工学技士会 

・日本心血管インターベンション治療学会 

・日本体外循環技術医学会 

・日本消化器内視鏡技師会 

・北海道消化器内視鏡技師会 

・日本医療機器学会 

・日本高気圧環境・潜水医学会 

・日本高気圧環境・潜水医学会北海道地方会 

  

【部署の特徴・方針】 

 現在、臨床工学技士 9名在籍し、急なトラブルや緊

急性の高い治療に対して、24 時間 365 日のオンコー

ル体制で迅速に対応しています。 

 臨床業務が増えていることや高度化・複雑化する医

療機器に対応すべく、各種学会認定等の取得も行って

います。 

 

■取得資格 

臨床工学技士 9名 

体外循環技術認定士 

心血管インターベンション技師 

3学会合同呼吸療法認定士 

消化器内視鏡技師 

透析技術認定士 

高気圧酸素治療専門技師 

医療機器情報コミュニケータ(MDIC) 

医療情報技師 

1名 

1名 

1名 

1名 

1名 

2名 

1名 

1名 

 

【今後の目標】 

医療機器の技術進歩に伴い、医療機器の高度化・複

雑化が一層進む中、医療機器の安全確保と有効性維持

の担い手としてチーム医療に貢献していきます。 

臨床工学科 
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【概  要】 

 専門的な知識を生かし、幅広く「食」や「栄養」に

関してサポートしています。 

入院患者の栄養状態を把握し、医師・看護師・他職種

と情報を密に連携し、栄養状態の改善・維持に努めて

います。 

 

【業務内容】 

栄養管理（スクリーニング・アセスメント・プランニ

ング・評価など）/入院・外来・化学療法・アンチエイ

ジング栄養指導/各種回診・カンファレンスの参加/ミ

ールラウンド/嗜好調査/給食管理/衛生管理/健康教室/

保健指導/NST活動など 

 

【2018・2019年度の取組】 

（栄養管理） 

 管理栄養士を病棟担当制とし、より専門性を生かし

た栄養サポートを行っています。 

また在宅訪問栄養指導を開始し、在宅高齢者への食支

援を含めた栄養管理の体制づくりを始めています。 

（給食管理） 

給食部門はコープフーズ株式会社に委託していま

す。昔から病院給食は美味しくないというイメージが

根強く残っていますが、地産地消の食材を使用するこ

とで「ここの病院の食事は美味しいね」と言って頂け

るように努力・改善を続けています。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

日本静脈経腸栄養学会、日本病態栄養学会 

北海道病院学会、全日本病院学会、 

北海道胃瘻研究会、北海道栄養士会研修会  

など 

 

【学会発表】 

2018/5/17 北海道病院学会 

「当院における管理栄養士の脳外科回診参加の取り

組み」 

◎早坂愛・角直子・井戸川久美子・丸山沙織 

2019/9/28・29 全日本病院学会 

「当院における後期高齢入院患者の世帯構成別栄養

状態とその他関連要因の検討」 

◎角直子・井戸川久美子・丸山沙織・早坂愛 

「放射線・陽子線治療を行う前立腺がん患者への便・

腸管ガス貯留予防を目的とした栄養指導の取り組み」 

◎井戸川久美子・角直子・丸山沙織・早坂愛 

2020/2/27・28 日本臨床栄養代謝学会学術集会 

「カーボカウント法とスライディングスケールを併

用した脳卒中急性期の経鼻経腸栄養管理中の血糖コ

ントロール」 

◎角直子・丸山沙織 

 

【部署の特徴・方針】 

 4 人の管理栄養士がチーム医療の一員として医療に

貢献することを目標にし、高いスキルと技術の習得に

日々励んでいます。 

（取得資格） 

NST専門療法士 2名、 

病態栄養専門管理栄養士 1名 

在宅訪問管理栄養士 1名、 

栄養経営士 1名 

日本抗加齢医学会指導士 1名 

次年度は 2 名の管理栄養士が NST 専門療法士、病

態栄養専門師の資格得を目指しています。 

 

給食委託会社：コープフーズ株式会社 

管理栄養士 3名、栄養士 2名、調理師 5名 

調理員・洗浄パート 20名、事務員：1名 

 

【今後の目標】 

 2020 年度診療報酬改定では、栄養管理に関わる多

くの項目において新設や見直しが行われます。そのた

め、新たに評価された栄養管理などを推進していくこ

とは大変重要であると考えます。しかし、それだけで

はなく今後に向けて、本来、管理栄養士が行うべき業

務が何かを整理し、適切な栄養管理が実施できるよう

一丸となって取り組んでいきます。 
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【概  要】 

病院は患者さんと共に、様々な職種が手を取りあっ

て病に立ち向かう機関です。我々医事課は、「診療」

という直接的な介入では無いものの、窓口や会計など、

様々な場面で患者さんと接し、その担うべき業務は重

要であると認識しています。よって、患者サービスの

重要性を常に意識し、外来アンケート、目安箱等を用

いて、患者さんからの「声」に耳を傾けるよう努めて

います。また、病院経営の企画や運営にも携わってお

り、接遇のみならず、幅広い知識と経験が必要となる

部署です。 

法人理念である「良質な医療・介護を通じて、地域

社会の繁栄に貢献する」を実現すべく、医師やその他

の職種と協同し、地域に求められる病院にしていける

よう、日々精進を重ねていきたいと思います。 

 

 

【業務内容】 

病院を訪れた際、まず患者さんの応対をさせて頂く

総合案内をはじめ、外来・入院の請求業務や、保険者

への診療報酬請求などを行っています。その他にも各

保険会社からの診断書の依頼の受付、診療費に関する

問合せの対応業務なども行っています。 

 

◎外来担当 

 ・新患受付 

  ・外来の診療費計算 

  ・診療報酬請求書の作成及び点検業務 

 ・その他外来で発生する料金の計算等 

  ・各書類（診断書等の医師の証明が必要な書類）

の依頼受付 

  ・未収金管理、督促業務及び債権委託業務 

 ・料金の収納業務 

 

 

 

 

 ◎入院担当 

  ・入院の診療費計算 

・診療報酬請求書の作成及び点検業務 

  ・その他入院で発生する料金の計算等 

・未収金管理、督促業務及び債権委託業務 

 

◎共通 

・診療報酬に関わる各種届出 

・保険請求の分析（査定・返戻） 

 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

  ・接遇セミナー 

 ・医療安全に関する研修会 

 ・感染対策に関する研修会 

 ・診療報酬請求に関わる各研修会 

 

 

【部署の方針】 

 医事課は、外来担当、入院担当、健診担当の総勢 30

名程のスタッフがおり、若手スタッフが大半を占めて

います。不慣れな部分がありますが、患者さんにとっ

てより良い医療が提供できるには、先ずは職員の「雰

囲気」が大切であり、笑顔絶えぬよう部署の雰囲気に

は気を付けています。 

 

 

【今後の目標】 

 ・人材育成 

 ・人材確保 

 ・アナログ業務からの脱却 

 ・業務の可視化 

 ・効率性の向上 

 ・残業時間の短縮 

 

事務部 
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【概  要】 

職務は法人本部業務と各事業所総務課に分 

担されており、銀行取引・預金管理などの資 

産管理、就業規則・内規作成等の社内規定管 

理、福利厚生施策は本部業務。職員入退職に 

係る手続きや申請・出張手配、設備・用度管 

理等を事業所総務課の業務として行っている。 

 

【業務内容】 

・人事労務管理：職員入退職手続き・勤怠処理 

・会計管理：支払依頼、小口現金処理。 

・給与計算：給与処理 

・防災管理：消防計画の作成、運用等 

・福利厚生：補償手続・慶弔手続等 

・安全衛生：各種健康診断の実施、衛生委員会運営 

・文書の収受、配付、発送及び保存 

・設備管理：保守点検・営繕・車両管理 

・その他：補助金申請・労災申請、修練医師の申請、

医師派遣・要請、研修職員の出張手配病院行事の運

営他 

 

【2018年度の取組】 

・資格変更に伴う新基本給の決定 

・職員家族の葬儀参列に伴う費用取扱い方 

・胆振東部地震の影響に伴う勤務の対応 

・計画停電を回避するための節電努力 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

・防火管理実務講習 

・自衛消防業務講習 

 

【2019年度の取組】 

・新勤怠管理システムへの移行対応 

・時間外勤務手当の支給(割増)方法変更 

・年末年始特別手当の支給基準統一 

・年次有給休暇の年 5日取得徹底 

・同一労働同一賃金導入にむけての調査 

・正職員、契約職員、嘱託職員等の定義明確化 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

・外国人患者対応力向上研修 

・医療通訳セミナー 

・労務担当者向けセミナー 

・渡航受診者受け入れのためのセミナー 

 

 【部署の特徴・方針】 

・海外研修医師に対応のため、英語通訳の職員 

 を配置。また、中国人の患者増加を見据え、 

 中国語通訳の職員を採用した。 

・衛生委員会と連携し職員の健康診断の実施、 

 結果管理を所管している。 

 

【今後の目標】 

・設備・施設の保守点検計画の策定。 

・定型業務の標準化（体制強化） 

・耐震対策。 

・保守・修繕項目の予算化。 

・定型業務の標準化（体制強化） 

・災害訓練の工夫と耐震対策。 
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【概  要】 

 医師が各々その職務に専念できるよう、質の高い秘

書業務プロセスを構築し、万全なサポート体制で秘書

業務を執り行っている。 現在 3名体制。 

 

 

【業務内容】 

医局会議の開催にかかる準備、医局内及び応接室の環

境整備、スケジュール管理、出張手配、旅程表の作成、

出張旅費・交際費清算等に係る経理事務、電話応対、

来客対応、文書作成事務及び管理、会議準備、情報収

集と資料の作成、講演会資料作成、贈答品管理、礼状

の作成と管理、慶弔手配、診察・検査諸対応、住所録

管理 

 

 

 

【2018年度・2019年度の取組】 

医師が仕事をしやすい環境整備に努める。 

業務の効率化を図り残業時間減少に努める。 

【参加研修会・学会・勉強会】 

北海道病院学会 

北海道銀行秘書室訪問、情報交換 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

突発的な業務が多いため、マニュアル化が困難な部署

である。標準化できないことは都度口頭と文書で情報

を共有することを心掛けている。また、院内外を問わ

ず取り次ぎ役を担うことが多いため、迅速かつ正確に

その内容を伝えることを心がけている。 

日々の業務で多忙な医師にタイミングよく確実にそ

の内容を伝え確認を行えるよう日頃から積極的にコ

ミュニケーションをはかり、良好な協力関係を築ける

よう努めている。 

 

 

【今後の目標】 

流動的で突発的な業務内容が多く、その都度最適に、

柔軟に対応できるよう心掛けている。今後も同様に、

さらに新しい知識を常に取り入れながら業務に取り

組んでいきたい。 
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【概  要】 

 患者さんやご家族、地域住民など病院が関わるすべ

ての方々との良好な関係づくりを目指し、広報業務全

般を行っている。 

 

【業務内容】 

 広報誌の編集、発行／ホームページの管理、更新／

各種パンフレット、ポスターの制作／プレスリリース

の作成／各種広告の検討、掲出／各種マスコミ対応／

講演会の企画、実施／DVD の企画、制作／学会、研

究会開催のサポート／各種写真撮影等 

 

【2018、2019 年度の取組】 

■2018 年度 

ホームページのページ追加、更新。院外広報誌を 4

回、法人内広報誌を 12 回発行。パンフレット｢陽子線

治療｣｢各種健診・ドックのご案内｣の更新。一般向け

講演会(外部からの依頼を含む)101 回実施。プレスリ

リース作成。テレビ、雑誌取材対応複数。各種広告の

作成、掲出。各種協賛の検討、実施。 

■2019 年度 

ホームページのページ追加、更新。院外広報誌を 4

回、法人内広報誌を 12 回発行。パンフレット｢陽子線

治療(英語版)」の作成。パンフレット｢病院総合案内｣

の更新。一般向け講演会(外部からの依頼を含む)、67

回実施。プレスリリース作成。テレビ、雑誌取材対応

複数。各種広告の作成、掲出。各種協賛の検討、実施。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

日本 HIS 研究センター(法人会員) 

  

【学会発表】 

 なし 

 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

 専任は 1 人だが、院内外の協力を得ながら行う業務

が多い。病院だけではなく、法人広報も担当している。 

 法人、病院理念に沿った広報活動を行っていく。 

 

【今後の目標】 

 陽子線治療の周知を図る。 
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【概  要】 

 病院の統計や各種調査票、学会への定期症例報告、

NCD、全国がん登録、各部門からのデータ抽出依頼、

診療報酬改定時のコード関連、電子カルテの伝票やテ

ンプレート、各種書類関連、そして DPC関連全般と、

その業務の幅は非常に多岐に渡り、情報の収集・蓄

積・抽出・分析を担当している。 

  

【業務内容】 

 DPC 関連業務/全国がん登録/NCD 登録事業/各種調

査票/学会定期報告/診療録管理/各種統計/電子カルテ

書類・伝票・テンプレート管理・クリニカルパス/電子

カルテ操作レクチャー/各種用紙管理/個人情報保護関

連/診療情報関連実習生受入など 

 

【2018・2019年度の取組】 

 2018・2019年度においては、DPC、がん登録、NCD

に加え、脳卒中学会が NCD から独立した形で JND

の登録事業が新たに開始された。人員も、2017 年度

にて欠員となった職員の補充も入り、業務拡大の影響

もあり更に増員となった。これにより、部署の方針で

ある「二人一組（ツーマンセル）」の組み立てができ

ていなかった業務においても可能となり、がん登録な

どにおいて第二世代（バックアップ要員）の育成にも

取り組んだ。 

診療情報管理室は、年間約 400件以上のデータ抽出

依頼を一手に引き受け、その役割を担っている。この

2年間で、Accessを自由自在に扱えるスタッフも 2名

育成した。また、電子カルテの書類管理においても、

独力で取り仕切りが可能な人材の育成に取り組み、電

子カルテの運用上で、大きな役割を若手が担ってくれ

ており、日々の成長を大変嬉しく思う。 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

全日本病院協会 

北海道病院学会 

 日本診療情報管理学会 

 

 

北海道診療情報管理研究会 

北海道医療情報技師会 

全国がん登録研修会 

北海道がん登録研究会 

 

【学会発表】 

 今期なし 

 

【部署の特徴・方針】 

 診療情報管理室の特徴は、「自分達の業務はこれだ

け」と宣言しないスタンスである。例え、他部署で「自

分達じゃない」「できない」と言われた案件であって

も、その内容が「病院としてやらなくてはならない」

事柄であれば、部署の垣根を飛び越え、最前線で物事

に取り組んでいる。この姿勢こそ、当部署の最大の強

みであり、裏方と呼ばれる部署にも関わらず、相当数

の表舞台で活躍をしている理由である。 

筆者の独断ではあるが「小回りが効く技術屋さん」

として、事務の中心を目指していきたい。 

 

【今後の目標】 

2020 年春季、新型コロナ感染症が全国で蔓延しは

じめ、今もって先が見えない状況である。国の方針に

もよるが、病院として発熱外来やワクチン接種など、

今までにない業務が相当数増えてきており、運用など

においても事務としての業務が相当数、想定される。

既に、通常業務に加えてのコロナ関連の業務が日々増

えている状況であり、職員も不安な日々を過ごしてい

る。研修や学会などにおいても、既にオンラインのみ

の開催通知も増えており、若手の育成においても、今

後は手法を考えなくてはならず、難航する事が予想さ

れる。しかしながら、こういう時こそ、Accessや基本

的な技術の向上を目指し、日々、努力を重ねていかな

くてはならない。 

一日も早く、新型コロナウィルス感染症の規制が抜

け、平和な日々が戻ってくることを切に願う。 

 

事務部 

診療情報管理室 

76 診療情報管理室 



 

 

 

 

 

【概  要】 

 法人全体のシステム企画・運用管理を行い法人全体

の業務改善を推進する。 

 

 

【業務内容】 

 法人全体の基幹システム（財務・給与・人事）の管

理・メンテナンスの実施、HIS（医療情報システム）

の管理・メンテナンスの実施、法人全体のネットワー

クシステムの管理を行っている。 

 

 

【2018／2019年度の取組】 

≪2018年度≫ 

 札幌禎心会病院 仮想サーバー各ブレードファー

ムウェア―のバージョンアップ実施。 

サーバー機、クライアント端末の全ての WindowsOS

のセキュリティパッチ適用。 

 

≪2019年度≫ 

 新勤怠管理システムの導入、人事給与システムのリ

プレイス実施。 

Windows7サポート終了に伴うインターネット端末の

更新作業。 

サーバーハードウェア第三者保守導入によるコスト

削減。（セントラル CIクリニック） 

 

 

【参加研修会・学会・勉強会】 

全日本病院協会 

北海道病院学会 

北海道医療情報技師会 

 北海道医療情報研究会 

 

 

 

 

 

【部署の特徴・方針】 

 法人全体のシステム企画・運用・管理をチーム 3名

で実施している。 業務範囲は財務・給与・人事・勤

怠・電子申請など基幹システムからネットワーク・電

子カルテ及びサブシステムまで多岐に渡り、医療から

介護まで幅広く対応をしている。 

当院の電子カルテは仮想技術を使用しており日々仮

想化技術は進歩している、メンバー全員が仮想化技術

を習得し安全で安心な医療情報システムの維持・向上

に努めている。 

 

 

【今後の目標】 

 ストレージサーバー更新による医療情報システム

のデータ移行作業。 

電子カルテ DBサーバーの OS更新等、コストと要求

事項のバランスを取りながら新たなシステム創りを

企画していきたい。 
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施設基準 
 

 

【施設基準】 

○急性期一般入院料 1 

○診療録管理体制加算 1 

○医師事務作業補助体制加算 1（15対 1） 

○急性期看護補助体制加算(25対 1)・ 

夜間 50対 1急性期看護補助体制加算 

○看護職員夜間配置加算（16対 1配置加算 1） 

○療養環境加算 

○栄養サポートチーム加算 

○医療安全対策加算 1・地域連携加算 1 

○感染防止対策加算 1・ 

地域連携加算・抗菌薬適正使用支援加算 

○総合評価加算 

○後発医薬品使用体制加算 1 

○病棟薬剤業務実施加算 1 

○病棟薬剤業務実施加算 2 

○データー提出加算 2 

○入退院支援加算 1・入院支援加算 

○認知症ケア加算 2 

○脳卒中ケアユニット入院医療管理料 

○地域包括ケア病棟入院料 2・ 

看護職員配置加算・看護補助者配置加算 

○歯科疾患管理料の注 11に規定する 

総合医療管理加算 

○糖尿病合併症管理料 

○がん性疼痛緩和指導管理料 

○がん患者指導管理料イ 

○がん患者指導管理料ロ 

○院内トリアージ実施料 

○救急搬送看護体制加算 

○外来放射線照射診療料 

○ニコチン依存症管理料 

○排尿自立指導料 

○薬剤管理指導料 

○医療機器安全管理料 1 

○医療機器安全管理料 2 

○歯科疾患在宅療養管理料の 

注に規定する在宅総合医療管理加算 

○遺伝学的検査 

○検体検査管理加算Ⅱ 

○心臓カテーテル法による諸検査の 

血管内視鏡検査加算 

○神経学的検査 

○画像診断管理加算 2 

○ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

○冠動脈ＣＴ撮影加算 

○心臓ＭＲＩ撮影加算 

○入院時食事療養（Ⅰ） 

○抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

○外来化学療法加算 1 

○無菌製剤処理料 

○心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

○脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ) 

○運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 

○呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ) 

○がん患者リハビリテーション料  

○歯科口腔リハビリテーション料 2 

○口腔粘膜処置 

○レーザー機器加算 

○CAD/CAM冠 

○歯科外来診療環境体制加算 1 

○歯科点数表の初診料の注 1に規定する 

施設基準 

○脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 

○脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
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○乳がんセンチネルリンパ節加算 2 

○ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 

○大動脈バルーンパンピング法(IABP法) 

○医科点数表第 2章第 10部手術の通則の 16に 

掲げる手術(胃瘻造設術) 

○輸血管理料Ⅱ 

○人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 

○胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

○麻酔管理料Ⅰ 

○放射線治療専任加算 

○外来放射線治療加算 

○高エネルギー放射線治療 

○1回線量増加加算 

○強度変調放射線治療(ＩＭＲＴ) 

○画像誘導放射線治療加算(ＩＧＲＴ) 

○体外照射呼吸性移動対策加算 

○直線加速器による放射線治療(定位放射線治療) 

○定位放射線治療呼吸性移動対策加算 

○粒子線治療 

○粒子線治療適応判定加算 

○病理診断管理加算 1 

○悪性腫瘍病理組織標本加算 

○クラウン・ブリッジ維持管理料 

○先進医療技術 陽子線治療 

○酸素の購入価格 
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